
サ ンク ト・ペ テル ブル グ(ロ シア)に おけ る日本語学習 と日本研究 の三 〇〇年 のあゆみ

〈
研

究

ノ

ー

ト

〉

サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

(
ロ
シ

ア
)

に
お
け
る

日
本
語
学

習
と
日
本
研
究

の
三
〇
〇
年

の
あ

ゆ
み

は
じ
め
に

ロ
シ

ア

と

い
う

国

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
あ

る

国
家

で

あ

り

、

今

は

ユ
ー

ラ

シ

ア

の

北

半

分

を

占

め

る
連

邦

国

家

で
あ

る

。

古

代

ロ
シ

ア

年

代

記

に
基

づ

い
て

一

八

二

五
年

ま

で

に

N

・
カ

ラ

ム

ジ

ー

ン

(
出
霞

。
』
愚

栄
8
仁。
蕊
臣

＼
Z
障
。
巨

内
鋤
属
-

鋤
ヨ
N
一口
)

に

よ

っ
て
書

か

れ

た

『
ロ
シ

ア

国

家

史

』

に

よ

る

と
、

ロ

シ

ア

に

は

八

六

四

年

か

ら

君

主

制

が
導

入

さ

れ

た

。

当

時

、

ノ

ヴ

ゴ

ロ
ー

ド

の

ス

ラ

ヴ

人

、

キ

リ

ヴ

ィ

チ

人

(
囚
冒

し・
§
ミ

内
ユ
≦
。
9

な

ど

の

少

数

民

族

を

代

表

し

た

使

節

団

が

ス

カ

ン
デ

ィ

ナ

ヴ

ィ

ア

へ
派

遣

さ

れ

た

。

彼

ら

(
ス
ラ

ヴ

人
)

の

国

々
で

の
秩

序

維

持

と
支

配

を

求

め

て

ヴ

ァ

リ

ャ
ー

グ

人

の

公

た

ち

を

ノ

ヴ

ゴ

ロ
ー

ド

そ

の

他

の
小

公

国

に
来

る

よ

う

に
招

致

し

た

の

で
あ

る

。

八

六

二
年

に
、

ス

カ

ヴ

ィ

ク

タ

ー

・
ル

ィ

ー

ビ

ソ

ン
デ

ィ

ナ

ヴ

ィ

ア

の

軍

団

と

共

に

三

人

の
首

長

の
兄

弟

の

う

ち

、

長

兄

の
リ

ュ

ー

リ

ク

(
℃
剛O
O
目
囚
＼
閑
《
=
村
一吋
)

は

ノ

ヴ

ゴ

ロ

ー

ド

公

国

へ
、

弟

の

シ

ネ

ウ

ー

ス

(
O
臣

Φ
鴇
＼
ω
ぎ
Φ
⊆
ω
)

は

ベ

ロ
オ

ー

ロ

(
切
2
。
。
ω
8

。
＼
bd
Φ
δ
o
N
臼
。
)

公

国

へ
、

同

じ

く

ト

ル

ヴ

ォ

ー

ル

(目
b
旨

8
＼
日
≡

<
o
『
)

は

イ

ズ

ボ

ー

ル

ス

ク

(
国
ω
α
8

臾
＼

H
N
ぴ
。
笏
評
)

公

国

へ
と

到

着

し

た

。

こ

の

兄

弟

三

人

の
支

配

下

に

あ

っ
た

小

公

国

は

ま

と

め

て

ル

ー

シ

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

二
年

後

の

八

六

四
年

、

リ

ュ
ー

リ

ク

は

弟

二

人

の
没

後

の
公

国

の
支

配

者

に
も

な

り

、

首

都

も

ノ

ヴ

ゴ

ロ
ー

ド

に
移

さ

れ

た

。

さ

ら

に
そ

の
後

首

都

は

キ

エ

フ

に
移

さ

れ

、

一
〇

世

紀

(
九

八
九
年

)

に

キ

エ

フ

公

国

が

栄

え

始

め

た

頃

、

そ

の

大

公

ウ

ラ

ジ

ー

ミ

ル

は

ル
ー

シ

(
ロ
シ
ア

の
旧
名

)

の

キ

リ

ス

ト

教

(
ギ

リ

シ
ア
正

教
)

へ

の
改

宗

に

尽

力

し

た

と

い
わ

れ

る
。
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=
二
世
紀
か
ら
約

二
〇
〇
年
に
わ
た

っ
て
モ
ン
ゴ
ル
族
に
征
服
さ
れ
た
が
、

ロ
シ
ア
人
は
激
し
い
戦
い
を
繰
り
返
し
た
末
、
よ
う
や
く
そ
の
頸
木
か
ら
脱
し

た
。
そ
の
後
に
モ
ス
ク
ワ

(
モ
ス
コ
ー
ヴ
ィ
ア
)
大
公
国
が
出
現
し
た
。

一
五
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
に
か
け
て
ロ
シ
ア
は
中
央
集
権
国
家
と
し
て
発
展

し
始
め
た
。
当
時

の
イ
ワ
ン
三
世

(
一
四
四
〇
1

一
五
〇
五

在
位

一
四
六
ニ
ー

一
五
〇
五
)
は
国
土
を
統

一
し
て
、
全

ロ
シ
ア
の
君
主
す
な
わ
ち
全

ロ
シ
ア
大

公
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
イ
ワ
ン
四
世

(
一
五
三
〇
ー
八
四

在
位

一
五

三
三
ー
八
四
、

一
五
四
七
年
か
ら
ツ
ァ
ー
リ

〈皇
帝
、
大
王
〉
の
称
号
を
採
用
し
た
)

は
大
貴
族
た
ち
の
間
に
恐
怖
政
治
を
引
き
起

こ
し

つ
つ
ロ
シ
ア
領
土
の
拡
張
を

推
し
進
め
、
ウ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
て
西
シ
ベ
リ
ア
ま
で
進
出
し
、
「雷
帝
」
の

名
を
世
界
史
に
残
し
た
。

一
七
世
紀
初
頭
、

ロ
マ
ノ
ブ
王
朝
の
時
代
に
入

っ
て
か
ら
、
「東
シ
ベ
リ
ア

へ
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、

一
六
五
〇
年

代
に
は
、
は
や
く
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、

　ユ
　

太
平
洋
ま
で
に
達
し
た
」
。

ロ
シ
ア
の
大
工
の
皇
帝
と
日
本
の
水
夫
と
の
出
会
い

こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
は
交
易
を
拡
大
し
、
植
民
政
策
を
推
進
し
た
結
果
、
そ

の
領
土
を
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
と
チ

ュ
コ
ト
両
半
島
に
ま
で
拡
張
で
き
た
。
こ
う
し

た
国
策
の
遂
行
に
積
極
的

に
参
加
協
力
し
た
の
は
冒
険
心
の
あ
る
商
人
、
探
検

家
な
ど
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
の

一
人
で
、

ロ
・
日
関
係
の
歴
史
に
名
を
留
め
た

人
物
が
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル

・
ア
ト
ラ
ー
ソ
フ

(じd
蠧
醤
罠
o
レ
目
・。8
じd＼<
昼
◎
巨
罵

〉
こ
器
o
<
?
ー

一
七

一
七
)
で
あ
る
。

コ
サ
ッ
ク
の
五
〇
人
隊
長
ア
ト
ラ
ー
ソ
フ
は
初
め
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
探
検
を

行

い
、
そ
の
半
島
南
部
の
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
人
部
落
を
制
圧
し
た
。
そ
の
折
に
、

イ
チ
ャ
湖
畔
に
漂
着
し
て
滞
在
し
て
い
た

"
ギ
リ
シ
ア
人
の
よ
う
な
囚
人
"
の

消
息
を
伝
え
聞

い
て
彼
を
訪
ね
、
約

二
年
間
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
で
生
活
を
共
に
す

る
。

こ
の

"
ギ
リ
シ
ア
人

の
よ
う
な
囚
人
"
は
、
名
を
デ

ン
ベ
イ

(伝
兵
衛
)

と
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ー
ソ
フ
が
ロ
シ
ア
北
東
部
に
あ
る
ヤ
ク
ー
ツ
ク
庁

(現
在
サ

バ
共
和
国
の
首
都
)
に
送

っ
た
報
告
書

に
は

「
ウ
ザ
カ

〔大
坂
〕
国
の
者

で
あ

　　
　

る
。
こ
の
国
は

ぎ
◎
o
(江
戸
)
の
支
配
下
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
期
間
に
ロ
シ
ア
語
を
修
得
し
た
デ

ン
ベ
イ
を
、
ア
ト
ラ
ー
ソ
フ
は
当
時

　ヨ
　

の

首

都

モ

ス

ク

ワ

に
連

れ

て

行

っ
た
。

デ

ン

ベ
イ

は

シ

ベ
リ

ア

を

経

由

し

て

一

七

〇

一
年

一
二
月

の
末

頃

、

モ

ス

ク

ワ

に
到

着

し

た

。

ピ

ョ

ー

ト

ル

一
世

(大

帝

口
α
ぢ

H
レ
器
詈

Φ
畠
済

＼
勹
《
9
『
一
≧

Φ
貯
ω
Φ
Φ
≦
O
げ

=

ハ
七

ニ
ー

一
七

二

五

在

位

・
ツ

ァ
ー
リ

一
六
八

ニ
ー

一
七

二
〇
/
皇

帝

一
七

二
〇

1

二
五
)

は

翌

一
七

〇

二

年

一
月

八

日
、

「
漂

着

し

た

日

本

の
水

夫

」

に

モ

ス

ク

ワ

郊

外

の
プ

レ
オ

ブ

ラ

ジ

ェ
ン

ス

コ

エ
村

で
謁

見

を

許

可

し

た

。

彼

は

あ

る

程

度

の

ロ

シ
ア

語

を
修

得

し

て

い

た
デ

ン

ベ
イ

か

ら

、

日
本

の

こ
と

を

詳

し

く

聞

い
て

い
た

と

い
わ

れ

る

。

ピ

ョ
ー

ト

ル

は

一
六

九

七

年

か

ら

九

八
年

に

か

け

、

身

分

を

隠

し

て

ド

イ

ツ
、

オ

ラ

ン
ダ

、

イ

ギ

リ

ス

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

な

ど

の
西

欧

諸

国

を

旅

行

し

、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

文

明

の
体

験

・
摂

取

に
努

め

た

。

こ

の

と

き

彼

は
自

ら

希

望

し

て

、

実

際

に

さ

ま
ざ

ま

な

職

業

を

経

験

す

る

。

造

船

所

の
大

工

に

な

っ
て
船

造

り

を

覚
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え
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
帰
国
後
に

"
大

工
の
皇
帝
"
の
異
名
が
付
い
た
。
ピ

ョ
ー
ト

ル
は
あ

る
い
は
オ
ラ

ン
ダ
滞
在
中

に
、
す
で
に
ジ

パ
ン
グ

(
日
本
、

N
言
碧
αq二
)
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
得
て

い
た
か
も
し
れ
な

い
。

水
夫
デ
ン
ベ
イ
に
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
に
謁
見
す
る
前
に
日
本

へ
の
帰
国
が
約

束
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
な
資
料
が
残

っ
て
い
る
が
、
も
し
本
当
に
約
束
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
デ

ン
ベ
イ
の
帰
国

へ
の
期
待
は
外
さ
れ
た
。

ピ

ョ
ー
ト
ル
は
、
西
は
バ
ル
ト
海
沿
岸
ま
で
、
ま
た
南
は
ト
ル
コ
と
ク
リ
ミ

ヤ
で
戦

っ
て
、

一
六
九
六
年

に
ア
ゾ

フ
城
下
町

(現
在
、
ロ
シ
ア
共
和
国
南
西
部
、

ロ
ス
ト
フ
州
の
ド
ン
川
に
臨
む
河
港
都
市
)
を
征
服
し
た
結
果
、
ア
ゾ
フ
海

(黒

海
北
方
の
内
海
、
ケ
ル
チ
海
峡
で
黒
海
と
結
ば
れ
て
い
る
)
の
沿
岸
ま
で
ロ
シ
ア

領
土
を
拡
張
し
た
。

い
わ
ゆ
る

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

へ
の
窓
」
と
な
る
新
首
都
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ

(港
町
で
あ
り
、
城
下
町
で
あ
る
)
の
建
設
を
完
成
し
た
あ
と
、
さ
ら

に
東
方

へ
の
進
出
を
目
指
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
ア
ジ
ア
大
陸

の
東

の
端
に
あ
る
日
本
と
の
交
易
を
望
み
、
こ
の
地

に
達
す
る
海
路
を
探
索
し
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
野
望
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
日
本
語
が
で
き

る
人
材
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、

デ
ン
ベ
イ

へ
の
ロ
シ
ア
語
教
育
を
強
化
す

る
よ
う
に
命
じ
、

一
七
〇
三
年

に
は

ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
移
住
さ
せ
て
日
本
語
教
師
の
称
号
を
与
え
、

一
七
〇
五
年

に

　　
　

は
航
海
数
学
学
校
内
に
ロ
シ
ア
最
初

の
日
本
語
学
級
を
開
か
せ
た
。

ロ
シ
ア
人
の
最
初
の
日
本
語
学
習
経
験

最
初
の
日
本
語
の
学
習
者
は
、
兵
士
出
身
の
わ
ず
か
三
、
四
人
で
あ

っ
た
。

学
習
の
第

一
段
階
で
の
成
果
は
さ
し
て
悪
く
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
弟
子
た
ち

の
外
国
語
修
得
の
能
力
が
不
十
分
で
あ

っ
た
せ
い
か
、
先

へ
進
む
ほ
ど
成
績
は

上
が
ら
な
く
な

っ
た
。
日
本
語
教
育
を
奨
励
す
る
た
め
か
、
教
鞭
を
と

っ
て
か

ら

一
年
後
に
デ
ン
ベ
イ

の
報
酬
は
、
皇
帝
の
命

に
よ
り
倍
増
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

デ
ン
ベ
イ
は

一
七

一
〇
年
、
ギ
リ
シ
ア
正
教

の
洗
礼
を
受
け
て
ガ
ヴ
リ
ー
ル

と
名
乗

っ
た
。
日
本
人
最
初
の
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
に
帰
化
し

た
デ
ン
ベ
イ
に
は
、
も
は
や
帰
国
の
チ
ャ
ン
ス
は
全
く
失
わ
れ
た
。

日
本
語

の
教
師
は
数
年
間
に
わ
た
り
デ
ン
ベ
イ
た
だ

一
人
で
あ

っ
た
の
で
、

彼
が

い
な
く
な
れ
ば
日
本
語
教
育
が
中
断
す
る
お
そ
れ
が
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
当

局
は
予
測
さ
れ
る
事
態

へ
の
対
策
と
し
て
、
東
方
を
担
当
す
る
ヤ
ク
ー
ツ
ク
庁

　ら
　

に

「
い
ま

一
人
の
日
本
漂
民
を
送
れ
」
と

い
う
命
令
を
出
し
た
。

デ
ン
ベ
イ
の
次
に
新
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

へ
送
ら
れ
て
き
た
日
本
人
は
サ

ニ
マ

と
い
う
人
物
だ

っ
た
。
そ
の
発
音
は
三
右
衛
門

(?
)
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
彼
は

二

七
〇
九
年
冬
に
遭
難
し
、

一
七

一
〇
年
に
カ
ム
チ

ャ
ツ
カ
の

ア
ワ
チ
ャ
湾
北
方
に
漂
着
し
た

〈
中
略
〉

一
七

一
四
年
に
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
送

ら
れ
て
デ
ン
ベ
イ
の
助
手
に
な
り

〈
中
略
〉
後

に
帰
化
し
て

ロ
シ
ア
婦
人
と
結

　
　
　

婚

し

一
七

三

四
年

に

没

す

る

ま

で

日

本

語

を

教

え

て

い

た
」
。

サ

ニ

マ

と

ロ

シ

ア

女

性

と

の

間

に

生

ま

れ

た

息

子

は

名

を

ア

ン

ド

レ
イ

(
レ
国
岩

惣
＼
〉
口
曾

9

、

姓

を

ボ

グ

ダ

ー

ノ

ブ

(切
。
長
。。馨

bd
＼
しd
o
αq
畠

昌
o
<
)

と
命

名
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さ
れ
た
。
後

に
こ
の
A

・
ボ
グ
ダ
ー
ノ
ブ
は
日
本
語
学
級
の
生
徒
の
中
心
と
な

り
、
親
子
と
も
ど
も

ロ
シ
ア
で
の
日
本
語
学
習

の
発
展
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な

る
。

ロ
シ
ア
初
の
日
本
語
学
校

一
七
二
九
年
の
夏
、
新
た
に

一
七
人
の
日
本

の
漂
流
難
民
が
、
カ
ム
チ
ャ
ツ

力
半
島

の
ロ
バ
ト
カ
岬
と
ア
ワ
チ
ャ
湾
の
周
辺
に
現
れ
た
。
彼
ら
は
薩
摩
か
ら

大
坂

へ
向
か

っ
た

二
隻

の
貨
物
船

の
乗
組
員
た
ち
で
あ

っ
た
。
出
港
し
て
か
ら

強
風
の
た
め
に
航
路
か
ら
逸
れ
、'
半
年
以
上
も
海
上
を
漂
流
し
た
あ
げ
く
、
よ

う
や
く
海
岸
に
漂
着
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
さ
ら
に
不
幸
が
重
な
り
最
後

に
生

き
残

っ
た
二
人
だ
け
と
な

っ
た
。

一
説
に
は
、

一
五
人
の
船
員
が

コ
サ
ッ
ク
の

　　
　

五
〇
人
隊
長
シ
ュ
テ
ィ
ー
ン
ニ
コ
フ
に
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
他
の
説
で
は
、

「
こ
の
船

の
乗
組
員
た
ち
の
場
合
は
、
不
運
に
も
上
陸
後
、

コ
サ
ッ
ク
の
シ

ュ

テ
ィ
ー
ン
ニ
コ
フ
の
率

い
る
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
人

一
行
か
ら
掠
奪
に
遭

い
、
大

人
の
ソ
ー
ザ
と

一
一
歳

の
ゴ
ン
ザ

の
二
人
を
除
く

一
五
人
の
乗
組
員
が
殺
害

さ

　
　
　

れ

ま

し

た

」

と

さ

れ

る

。

こ

の

よ

う

な

悲

惨

な

虐

殺

事

件

は

、

ロ

・
日

関

係

史

の
初

期

の
当

時

と

し

て

は

例

外

的

な

出

来

事

で

あ

っ
た
。

首

謀

者

シ

ュ
テ

ィ

ー

ン

ニ

コ

フ

は
法

廷

で

有

罪

と
判

定

さ

れ

、

死

刑

の
宣

告

を

受

け

た

。

ソ

ー

ザ

と

ゴ

ン
ザ

の

二
人

は
、

一
七

三

三
年

夏

、

首

都

ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

に
送

ら

れ

、

王

室

の
離

宮

で

あ

る
夏

の
宮

殿

で
、

当

時

の

ロ
シ

ア

女

帝

ア

ン
ナ

・
イ

オ

ア

ー

ノ

ヴ

ナ

(〉
臣

β・
寓
8
臣
。
bd
臣
＼
〉
口
蠧

一〇
讐

口
○
≦

餌

一
六
九

三
ー

一
七

四
〇
、

在
位

一
七
三

〇
1

四
〇

ピ

ョ
ー
ト

ル
大

帝

の
姪
)

に
謁

見

し

た

。

こ

の

の

ち

ゴ

ン

ザ

、

ソ

ー

ザ

と

も

に
ギ

リ

シ

ア

正

教

の
洗

礼

を
受

け

、

前

者

は

デ

ミ

ア

ン

・
ポ

モ

ー

ル

ツ

ェ
フ

(員
Φ
ま

臣

=
。
蓴
冒

①
じd
＼
∪
Φ
巨

餌
昌

℃
o
∋
o
耳
ω
Φ
<
)
、

後

者

は

コ
ジ

マ

ー

・
シ

ュ
ー

ル

ツ

(
内
。
ω覈

鋤
日

旨
呂

＼
国
o
N
ヨ
四

ω
冨

一け
ω)

と
名

付

け

ら

れ

た
。

ロ
シ

ア
語

を

マ
ス

タ

ー

し

た

彼

等

は

一
七

三

五
年

、

ギ

リ

シ

ア

正

教

の
教

理

を
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修
め
る
た
め
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
有
名
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

・
ネ
フ
ス
キ

ー
修
道
院
に
通

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

一
七
三
六
年
、
ソ
ー
ザ
と
ゴ

ン
ザ
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
付
設
さ
れ
た
日
本

語
学
校
の
教
師
に
就
任
し
指
導
を
始
め
た

が
、
年
長
の
ソ
ー
ザ
は
、
こ
の
年
四

〇
歳
く
ら
い
の
若
さ
で
没
し
た
。

一
方
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
漂
着
し
て
か
ら
七
年

に
わ
た
る
年
月
を
経
て
、

一
八
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
の
ゴ

ン
ザ
は
不
案
内
な
当

地
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
館
員
で
あ

っ
た
ア
ン
ド
レ
イ

・

ボ
グ
ダ
ー
ノ
ブ

(サ
ニ
マ
の
息
子
)
の
指
導
を
受
け
て
、
わ
ず

か
三
年

の
間
に

日
本
語
会
話
入
門
、
露

日
単
語
集
、
簡
略

日
本
文
法
、
新
ス
ラ
ヴ
日
本
語
辞
典
、

友
好
会
話
手
本
集
な
ど
を
編
纂
し
て
い
る
。

一
七
三
九
年

=

一月
、
ゴ

ン
ザ
は

　　
　

二

一
歳

の

若

さ

で
世

を

去

っ
た
。

ロ

シ
ア

科

学

ア

カ

デ

ミ

ー

は

、

ソ

ー

ザ

と

ゴ

ン
ザ

が

ロ
シ

ア

に
滞

在

し

て

日
本

語

教

師

と

し

て

活

躍

し

た

こ
と

を

記

念

し

、

二
人

の
首

像

を

作

ら

せ

た

。

今

日

、

サ

ン

ク

ト

・
ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

の
人

類

学

・

民

俗

学

博

物

館

に

こ

れ

ら

の
像

が
保

存

さ

れ

て

い

る
。

日
本

語

学

校

で

の
授

業

を

続

け

た

の

は
、

A

・
ボ

グ

ダ

ー

ノ

ブ

と
、

こ

の
学

校

の

最

初

の
卒

業

生

で

あ

っ
た

ピ

ョ
ー

ト

ル

・
シ

ェ
ナ

ヌ

ィ

ー

キ

ン

(口
Φ
ぢ

日

①
臣
臣
戻
臣

＼
℃
Φ
け霞

ω
げ
①
昌
四
昌

匹
コ
)

と

ア

ン
ド

レ
イ

・
フ

ェ

ニ

ョ
フ

(
〉
国
碧
惣

e
窪

α
しu
＼
》
コ
費

巴

国
Φ
身

o
〈
)

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

ゴ

ン
ザ

の
没

後

、

日

本

語

を

母

語

と

す

る

話

者

(
ネ
イ

テ

ィ
ブ

・
ス
ピ

ー

カ
ー
)

が

数

年

の

あ

い
だ

姿

を

消

し

た

わ

け

で

あ

る

が

、

一
七

四

六
年

こ

の
学

校

を

活

気

づ

け

る

た

め

に
新

た

に

五

人

の

日
本

人

が

サ

ン

ク

ト

・
ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

に

送

ら

れ

て

き

た

。

前

年

に

千

島

列

島

の

オ

ン
ネ

コ
タ

ン
島

に
漂

着

し

て
、

毛

皮

青

税

を

集

め

に
来

て

い
た

ロ
シ

ア

人

の

一
行

に
救

出

さ

れ

た

一
〇

人

の
う

ち

の

五
人

で
あ

っ
た

。

彼

ら

は

、

サ

ン

ク

ト

・
ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

の
学

校

が

一
七

五

四

年

に
イ

ル
ク

ー

ツ

ク

の
航

海

学

校

内

の

学

科

と

し

て

移

転

す

る

ま

で

日
本

語

の
教

師

と

し

て

活

躍

し

て

い
た

。

一
七

五

三

年

末

ま

で

サ

ン

ク

ト

・
ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

で

日
本

語

を

教

え

た

の
は

ス

ヴ

ィ

ー

ニ
イ

ン

(○
窓

臣
臣

＼
ω
≦
⇒
ゴ

シ

ョ

エ

モ

ン
)
、

ヴ

ァ

シ

ー

リ

・
パ

ノ

ー

フ

(bd
自・
。§

愚

口
'。
ぎ
し・
＼
<
餌
ω
≡
一
℃
き

o
<

イ

ヘ
イ
)
、

チ

ョ
ウ

ー

ル
ヌ

イ

(̀

α
冨

・

ぴ愚
＼
0
げ
○
ヨ

旨

キ

ュ
タ

ロ
)

で

あ

り

、

そ

の

前

に

レ

シ

ェ

ー

ト

ニ

コ

フ

(
℃
①
日
の
目
霞

o
しd
＼
幻
Φ
ω
げ
Φ
9
涛
○
<
ヒ

チ

ベ

イ
)

と

レ

ー

ベ

ヂ

ェ

フ

(』
Φ
α
9
窃

＼

い
Φ
σ
①
脅

く
イ

ソ
ジ
)

の

二
人

が

す

で

に

亡

く

な

っ
て

い
た

。

ロ
シ

ア

に

お

け

る
初

期

の

日
本

語

学

校

は

、

も

と

よ

り

そ

の
目

的

や
役

割

が

明

確

に
規

定

さ

れ

て

い

る
わ

け

で

は

な

か

っ
た

。

そ

れ

で

も

こ

の

日
本

語

の
学

習

活

動

は

世

界

史

上

で

も

き

わ

め

て

ユ

ニ
ー

ク

な

社

会

現

象

で

あ

っ
た

と

い
え

よ

う

。

そ

の

ユ

ニ
ー

ク

さ

は
、

鎖

国

政

策

を

取

っ
て

い

た

日

本

で

は

ロ

シ
ア

の

こ

と

は

ほ

と

ん

ど
知

ら

れ

て

い
な

か

っ
た

に

も

か

か
わ

ら
ず

、

隣

国

と

は

い
え

遠

い
異

国

の
地

で

一
七

〇

五
年

か

ら

す

で

に

日

本

語

の
教

育

課

程

が
作

ら

れ

て

い

た

こ

と

に
あ

る
。

こ

の
点

で

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
全

域

を

眺

め

て
も

、

類

の
な

い
現

象

で

あ

っ
た

と

い

っ
て
も

い

い
。

イ

ル

ク

ー

ツ

ク

の

日

本

語

学

校

は

、

サ

ン

ク

ト

・
ペ

テ

ル
ブ

ル

グ

か

ら

の

「
継

承

」

校

と

し

て

、

一
七

五

四

年

か

ら

一
八

一
六
年

ま

で

日

本

語

教

育

を

続

け

て

い
た

。

イ

ル

ク

ー

ツ

ク

の

日

本

語

学

校

は

、

こ

れ

が

閉

じ

ら

れ

た
時

、

ロ
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シ
ア
に
お
け
る
日
本
語

の
教
育

・
学
習
の
歴
史
も

一
時
中
断
し
た
が
、
後
年
、

大
学
で
日
本
語
教
育
が
発
足
す
る
ま
で
の
先
駆
け
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。

大
学
で
の
日
本
語
教
育

サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
帝
国
大
学

で
は
、

一
八
七
〇
年
か
ら
日
本
語
を

選
択
科
目
と
し
て
教
え
始
め
た
。
そ
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
当
時
外
務

省

の
ア
ジ

ア
局

長
で
あ

っ
た

ス
ト

レ
ム

ー

ロ
フ

(コ
.霑
・.O
弓
窪
智
。し・＼℃
・Z
・

ω
窪
Φヨ
巳
。
<
)
の
指
示

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
ア
ジ

ア
局

の
下
級
官

吏

・
通
訳
官
の
橘
耕
斎

(
一
八
二
〇
ー
八
五
)
が
日
本
語
を
教
え
た

い
と
の
希

望
を
局
長
の
助
手
に
伝
え
た
の
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

橘
耕
斎
が

ロ
シ
ア
人
に
初
め
て
接
し
た

の
は
、
伊
豆
半
島
の
戸
田
村
で
あ

っ

た
。
ペ
リ
ー
と
前
後
し
て
日
本
に
来
航
し

た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
使
節
団
は
、
日
露

和
親
条
約

(
二
〇
〇
五
年
は
調
印

一
五
〇
周
年
に
あ
た
る
)
を
締
結
す
る
の
に
成

功
し
た
も
の
の
、
乗
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
を
津
波
で
失

っ
た
た
め
、
戸
田
で
代
わ
り

の
船
を
建
造
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
耕
斎

は
、
中
国
語
通
訳
ヨ
シ
フ

・
ゴ
シ
ケ

ー
ヴ
ィ
チ

(寓
8
昌

「
。目
澪
b。罎
＼Ho
曁

O
O
ω穿
Φ
≦
9
)
を
は
じ
め
使
節
団
の
士

官
た
ち
と
知
り
合

っ
て
、

一
八
五
五
年
の
夏
、

ロ
シ
ア
の
水
兵
た
ち
に
紛
れ
て

日
本
を
密
出
国
し
た
。

ロ
シ
ア
外
務
省
の
ア
ジ
ア
局
に
勤
務
し
始
め
た
耕
斎
は

ま
も
な
く
ギ
リ
シ
ア
正
教

に
改
宗
し
、
洗
礼
名
を
ヤ
マ
ー
ト
フ

(大
和
夫
)
と

名
乗

っ
た
。

一
八
五
七
年
に
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
で
出
版
さ
れ
た
ゴ
シ

ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
和
露
辞
典

(
『和
魯
通
言
比
考
』
)
の
編
纂

に
あ
た

っ
て
ヤ

マ
ー

ト
フ
が
大
き
な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
。
「
こ
の
辞
典

の
見
出
し
語
数
は

一
八

○
○
○
を
上
回
り
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
最
初

の
本
格
的
な
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

　　
　

の
辞
書
と
し
て
学
術
的
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
」
。
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、

こ
の
業
績

に
対
し
て

一
八
五
八
年

に
当
時

ロ
シ
ア
に
お
い
て
権
威
の
あ
る
デ
ミ

ー
ド
ブ
賞
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
耕
斎
自
身
は
、

一
八
年
あ
ま
り

ロ
シ
ア
に
滞

在
し
た
け
れ
ど
も
、

ロ
シ
ア
語
は
そ
れ
ほ
ど
達
者
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
彼

は

一
八
七
〇
年

の
秋
か
ら
日
本

へ
帰
国
す
る
七
四
年
ま
で
東
洋
学
部

の
中
国

語

・
満
州
語

・
モ
ン
ゴ
ル
語
科
の
三

一
四
年
生

に
週
二
回
の
講
義
を
行

っ
て
い

る
。
帰
国
後
、
僧
に
な
る
た
め
剃
髪
し
て
増
田
甲
斎
と
名
乗
り
世
捨
て
人
と
な

っ
た
。

橘
耕
斎
の
帰
国
後
、
日
本
語
教
育
は
、
在
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
日
本

外
交
使
節
団
の
役
人
の

一
人
、
西
徳

二
郎

(
一
八
四
七
i

一
九

一
二
)
が
受

け

継

い
だ
。

ロ
シ
ア
に
留
学
し
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
で
学
ん
だ
西
は
、
す
ぐ
れ
た

教
養
人
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
語
も
巧
み
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
、
帰
国
す
る
ま
で
の

二
年
間

(
一
八
七
四
-
七
六
)、
東
洋
学
部
で
日
本
語
を
教
え
た
。
帰
国
後
、
太

　　
　

政
官
、
大
書
記
官
な
ど
を
歴
任
、
外
相
と
在
中
国
公
使
も
務
め
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
で
の
日
本
語
教
育
は
、
リ

レ

ー
形
式
で
続

い
て
い
く
。
明
治

・
大
正
期

の
官
僚

・
政
治
家
で
あ

っ
た
安
藤
謙

介

(
一
八
五
四
-

一
九
二
四
)
は
、
東
京

の
ニ
コ
ラ
イ
露
語
学
校

と
東
京
露
語

学
校
で

ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
外
務
省
に
出
仕
し
た
。

一
八
七
八
年
か
ら
在
サ
ン
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ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
日
本
公
使
館
に
書

記

一
等
見
習
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

が
、

一
時
解
雇
中
に

ロ
シ
ア
外
務
省
ア
ジ

ア
局
の
推
薦
で
八

一
年
か
ら
日
本
語

教
師
に
任
命
さ
れ
、
給
与
を
大
学
か
ら
受

け
て
い
た
。
し
か
し
八
三
年

に
公
使

館
に
復
職
し
た
こ
と
に
よ
り
、
双
方
か
ら
給
与
を
受
け
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。

安
藤
が
日
本
語
授
業
の
続
行
を
望
ん
だ
と
こ
ろ
、
在
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
日
本
公
使
と
東
洋
学
部
と
の
合
意
に
よ
り
、
彼
の
要
望
は
東
洋
学
部
で
の
仕

　ほ
　　お
　

事
は
報
酬
な
し
の
条
件
で
許
可
さ
れ
た
。

安
藤
謙
介
が
大
学
で
、
ま
た
公
使
館
で
活
躍
中
に
、
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

あ
り
す
が

わ
の
み
や
た
る
ひ
と

三
世

(
一
八
四
五
-
九
四
)
を
訪
問
す
る
た
め
、
日
本
か
ら
有
栖
川
宮
熾
仁
親

王

(
一
八
三
五
i
九
五
)
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

を
訪
れ
た
。

一
八
八
二
年

(明
治

一

五
)
九

月

三

日

付

ロ

シ

ア

の

『政

府

官

報
』
(《
コ
冨
し・
腎
Φ
与
自
切
①臣
ぴ愚

bd
Φ。霞
霞
》)
と

い
う
新
聞
は
次

の
よ
う

に
報
じ
た
。
「昨

日
、
急
行
列
車
で
日

本

の
親
王
殿
下
、
日
本
軍
元
帥
、
副
首
相
有
栖
川
宮
は
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
到
着

な
さ
れ
た
」
と
。
有
栖
川
宮
は
宮
廷
で
謁
見
し
、
皇
帝
の
離
宮

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
を
訪
問
し
た
。
彼
が
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
帝
国
大
学
を
訪
れ
た
か
ど

う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
学
生
が
熱
心

に
聴
講
す
る
日
本
語
講
座
の
あ
る
こ

と
を
知

っ
た
宮
は
、
自
ら
の
蔵
書
の
中
か
ら
三
五
〇
〇
冊
に
の
ぼ
る
書
物
と
写

本
を
大
学
の
図
書
館
に
寄
贈
し
た

(
い
わ
ゆ
る

「有
栖
川
文
庫
」)。

余
談
で
あ
る
が
、
故
バ
ー
ビ
ン
ツ

ェ
フ
教
授
は
、
筆
者
の
学
生
時
代
の

一
九

七
三
年
に
行
わ
れ
た
日
本
語
科
設
立
七
五
周
年
記
念
式
典
に
あ
た

っ
て
の
講
演

会
で
も
、
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
論
文
に
も
有
栖
川
宮

の
ロ
シ
ア
訪
問
の
目
的

に
つ
い
て
間
違

っ
て

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世

の
戴
冠
式

に
参
加
さ
れ
る
た

　む
　

め
」
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戴
冠
式
は
そ
の
前
年

の

一
八
八

一
年
三
月

一
五
日
に
モ
ス
ク
ワ
の
ウ
ス
ペ
ー
ン
ス
キ
寺
院
で
行
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
時
の

訪
問
は
戴
冠
式
と
直
接
関
係
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
有
栖
川

宮
の
訪
問
は
単
な
る
表
敬
訪
問
に
過
ぎ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
安
藤
は
授
業
の
傍
ら
宮
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
古
書
と
写
本
を
整
理
し

て
目
録
を
作
り
は
じ
め
た
。
し
か
し

一
八
八
四
年
の
秋

に
帰
国
し
た
た
め
、
目

録
作
り
と
東
洋
学
部
で
の
日
本
語
の
授
業
は

一
時
中
断
さ
れ
た
。
彼
の
帰
国
に

際
し
て
、
彼
が
大
学
の
た
め
に
無
報
酬
で
貢
献
し
た
こ
と

(
日
本
語
の
授
業
や

お
　

目
録
作
成
)
が
認
め
ら
れ
て
ス
タ
ニ
ス
ラ
ー
ヴ
勲
章

(二
等
)
が
授
け
ら
れ
た
。

七
年

ぶ
り
に
帰
国
し
た
安
藤
謙
介
は
、
検
事
を
経
て
富
山
、
千
葉
の
県
知
事

に
就
任
、

一
九
〇
三
年

(明
治
三
六
)
衆
議
院
議
員

に
選
出
。
の
ち
愛
媛
、
長

　　
　

崎
、
新
潟
の
各
県
知
事
を
歴
任
し
、
横
浜
、
京
都

の
市
長
を
も
務
め
た
。

一
八
八
八
年
、
東
洋
学
部
で
の
日
本
語
学
習
が
新
し
い
段
階
に
入

っ
た
の
は
、

そ
の
年

か
ら
黒
野
義
文

(
一
八
五
九
?
ー

一
九

一
七
)
が
教
壇
に
立

っ
た
こ
と

に
よ
る
。
黒
野

(
ロ
シ
ア
で
の
名
前
は
イ
オ
シ
フ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ

・
ク
ロ
ノ
)

は

ニ
コ
ラ
イ
露
語
学
校
か
ら
東
京
外
国
語
学
校
に
進

み
、
卒
業
後
、
母
校

の
助

教
授
に
な

っ
た
。

一
八
八
六
年

(明
治

一
九
)
研
究
の
目
的
で
ロ
シ
ア
に
渡

っ

た
が
、
日
本
公
使
西
徳

二
郎

の
推
薦
に
よ
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
日
本
語
教

師

に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
黒
野
の
努
力
に
よ
り
学
部
で
の
教
育
課
程
は
よ
く

均
整
の
取
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
向
上
し
た
。
黒
野
に
は
日
本
の
古
典
の
素
養
も
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あ

っ
た
の
で
、
日
本
語
の
教
育
は
勿
論
、
書
道
な
ど
の
授
業
も
可
能
で
あ

っ
た
。

彼
の
教
育
理
念
は
知
識
の
伝
達
を
正
確
に
行
う
こ
と
と
、
学
生
に
と
っ
て
実
践

的
で
有
意
義
な
教
材
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
黒
野
が
作
成

し
た

一
〇
点
余
り
の
教
材
は
、
学
生
の
教
育
上
大
い
に
効
果
を
挙
げ
た
。
彼
は

「
日
露
通
俗
会
話
篇
」
を
著
わ
し
、
ま
た

ロ
シ
ア
人
の
日
本
語
、
日
本
文
学
、

　レ
　
　あ
ズ
む
　

日
本
文
化
の
学
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
。
「橘
耕
斎
が

ロ

シ
ア
の
外
務
省
勤
務
、
そ
し
て
西
徳
二
郎
、
安
藤
謙
介
の
両
氏
は
日
本

の
外
務

省
勤
務
と
、
い
ず
れ
も
教
師
を
本
職
と
し
た
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　　

黒
野
義
文
は
教
師
と
し
て
通
し
た
人
」
で
あ

っ
た
。
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
編

の

「
日
本
関
係
文
献
目
録
1

一
七
三
四
年

か
ら

一
九

一
七
年
ま
で

ロ
シ
ア
で
発

刊
さ
れ
た
文
献
」
第

一
巻

に
は
黒
野
の
著
作
が
数
点
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
十
余
年
を

ロ
シ
ア
で
過
ご
し
た
黒
野

は
、
結
局
帰
国
す
る
こ
と
な
く

一
九

一
七
年

一
二
月
に
没
し
た
。
同
月

二
〇
日
、
大
学
時
代
の
同
僚
と
東
洋
学
部
関

係
者
に
よ

っ
て
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

(当
時
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
)
近
郊

　れ
　

の
ト
ス
ノ
市
で
葬
儀
が
行
わ
れ
、
墓
石
が
建
て
ら
れ
た
。

サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
日
本
語
科
設
立

こ
の
時
期
、
東
洋
学
部
で
は
学
部
内
に
日
本
語
科
を
設
立
す
る
必
要
性

に
関

し
て
の
要
請
書
を
何
度
も
政
府

へ
提
出
し

て
い
た
が
、
財
政
上
困
難
の
理
由
を

も

っ
て

一
向
に
実
現
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し

つ
い
に
元
老
院
で
東
洋
言

語
教
育
を
充
実
発
展
さ
せ
る
決
議
案
が
採
択
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
文
部
大
臣

は

一
八
九
八
年

二
月
二
五
日
、
東
洋
学
部
内

に
日
本
語
科
を
設
立
す
る
方
針
を

発
表
し
た
。

日
本
語
科
開
設
に
あ
た

っ
て
、
誰
を
初
代
科
長
に
推
す
べ
き
か
が
、
学
部
当

局
に
と

っ
て
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
た
。
若
手

の
学
部
卒
業
生

エ
フ
ゲ

ー

二
・
ス
パ
ー
リ
ヴ
ィ
ン

(両
bd
器
霞
邸
9

舘
臣
臣
＼国
くσq①自

ω
冨
一.≦
昌

一
八
七
ニ
ー

一
九
三
三
)
が
博
士
課
程
に
在
籍
し
、
学
位
論
文
を
準
備
す
る
た
め
に
大
学
か

ら
二
年
の
あ
い
だ
日
本

へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
日
本
に
旅
立

っ
て

以
来
、
結
局
東
洋
学
部

に
は
戻
ら
ず
、

一
八
九
九
年
に
創
立
さ
れ
た
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
大
学
の
招
請
を
受
け
て
、
そ
の
日
本
語
科
の
博
士
ポ
ス
ト
に
就

い
た
。

彼
は
そ
の
後
著
名
な
日
本
研
究
家
に
な
る
。

次
に

一
九
〇
三
年
、

の
ち
に
日
本
語
科
の
準
教
授
と
な
る
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス

キ
ー

(レ
●=
●
bd
oω澪
8
目
臾
§
＼》
●Z
.
<
o
§
①ωΦ磊
窪

)
が
博
士
課
程

に
進
学
し

た
。
彼
も
ま
た
日
本

へ
の
派
遣
が
決
定
し
て
い
た
が
、
日
露
戦
争
が
始
ま

っ
た

た
め
に
実
現
に
至
ら
ず
、
代
わ

っ
て
ベ
ル
リ

ン
と
パ
リ
で
の
留
学
研
究
生
と
な

っ
た
。
東
洋
学
部
は
戦
後

に
な

っ
て
再
度
、
ヴ

ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
を
日
本

へ

送
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
時
遅
く
、
本
人
は
外
務
省
で
の
役
職
に
指
名
さ
れ
て

　の
　

い
た
。

二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
こ
の
よ
う
に
不
安
定
な
事
態
が
頻
発
し
た
が
、

こ
の

間
た
だ

一
人
、
変
わ
り
な
く
日
本
語
教
師
で
あ
り
続
け
た
の
は
黒
野
義
文
で
あ

っ
た
。

一
九
〇
七
年

か
ら
○
八
年
に
か
け
て
は
、

一
九
〇
〇
年
ま
で
外
務
省
官
吏
で
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あ

っ
た

コ
ー

ス

テ

ィ

レ

フ

(しU
.国
●
囚
。
自
ぴ
H器
切
＼
<
・H勲

内
o
ω
身
δ
<

一
八

四

八
ー

一

九

一
八
)

が

日

本

語

を

教

え

て

い
る

。

彼

は

一
八

七

四
年

の
卒

業

時

た

だ

ち

に

母

校

の
教

師

と

し

て

招

聘

さ

れ

た

が

応

ぜ

ず

、

一
旦
外

務

省

に

入

っ
て
長

崎

で

領

事

を

務

め

て

い
た

。

一
九

〇

八
年

に

コ
ー

ス

テ

ィ

レ

フ

の

ロ
シ

ア

語

訳

で
、

一
八
七

三

年

(
明
治

六
)

に
来

日

し

た

英

国

の
言

語

学

者

チ

ェ

ン

バ

レ

ン

(
じu
・

　お
　

霽

0
げ
①
目
び
Φ匡
巴
づ
)
の
日
本
語
文
法
に
関

す
る
二
冊

の
教
科
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

ま
た

一
九

一
四
年

に
は

ロ
シ
ア
で
最
初

の

『
ロ

・
日
会
話
辞
典
』
を
サ

ン
ク

ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
で
出
版
し
て
い
る
。

一
九
〇
八
年
、

コ
ー
ス
テ
ィ
レ
フ
は
自

ら
願
い
出
て
大
学
の
職
を
退
い
た
。

そ
の
後
任

に
は
ド
ー
リ
ャ

(「
●=
●
泪
。銘
＼
Ω
』
●
U
O
甘
四
一
八
七
六
-

一
九
ゴ
=

)

が
就

い
た
。
彼
は

一
九
〇
五
年

に
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
東
洋
大
学
を
卒
業
、
外

務
省
に
勤
務
し
な
が
ら
東
洋
学
部
で
も

一
九

一
二
年
ま
で
教
壇
に
立
ち
、
日
本

語
学
習
入
門
、
文
法
と
テ
キ
ス
ト
の
読
解
、
候
文
、
漢
文
、
福
沢
諭
吉

の
作
品

の
講
読
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
。

ド
ー
リ
ャ
が
去

っ
た
あ
と
、
中
国
語
科

の
助
教
授
で

一
九

=
二
年
か
ら
教
授

に
就
任
し
た
イ
ワ
ノ
ブ

(レ
●鼠
●
寓
窓
ぎ
切＼
〉
』
」
<
穹
o<
)
が
、
日
本
語
科

の
学

生
に
日
本
語
文
法
と
テ
キ
ス
ト
、
文
語
体
、
漢
文
、
現
代
日
本
文
学
作
品
の
講

読
と
と
も
に
、
四
年

の
間
に

『万
葉
集
』

『古
今
集
』
『
日
本
書
紀
』
『竹
取
物

語
』
『土
佐
日
記
』
『日
本
外
史
』
な
ど
日
本
文
学

・
歴
史

の
主
要
な
古
典
を
も

学
生
に
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
て
い
た
。

当
時
、
日
本
語
の
会
話
の
分
野
は
、
そ

れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か

っ
た

た
め
に
、
卒
業
試
験
に
も

「会
話
」
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
会
話
の
実
習

を
求
め
る
学
生
達

は
、
実
用
東
洋
語
学
院

(ア
カ
デ
ミ
ー
)
に
通

っ
て
い
た
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
東
洋
学
部
の
学
生
た
ち
は
夏
休
み
に
は
日
本

へ
派
遣
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本

へ
の
修
学
旅
行
は
会
話

の
実
践
の
場
と
し
て
大

い

に
効
果
が
あ

っ
た
。

当
時
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
師
を
務
め
て
い
た
の
は
、
有
名
な
東
洋
学
者
ポ
ズ

ド
ネ
ー
エ
フ

(泪
●寓
●
口
O
ω崔
Φ①じU
＼U
]≦
●
勺
O
N創
コ
Φ①<
一
八
六
五
-

一
九
三
七
)
で

あ
る
。
彼
は

一
八
九
九
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
開
設
さ
れ
た
極
東
東
洋
大

学
学
長
に
も

一
九
〇
四
年
か
ら
〇
五
年
に
か
け
て
就
任
し
て
い
る
。
彼
の
執
筆

に
よ
る

『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
学
作
品

に
お
け
る
日
本
の
現
在
と
未
来

の
見
方
』

(サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

一
八
九
六
年
)/

『日
本

-
地
理
的
概
念
』
(ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

一
九
〇
六
年
)/

ロ
シ
ア
最
初
の

『
ロ
・
日
漢
字
辞
典
』
(東
京

一
九
〇
八
年
)/

『
日
本
語
会
話
の
文
法
』
(
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

一
九

一

一
年
)/

『
日
本
ー
国
、
人
口
、
歴
史
、
政
治
』
(モ
ス
ク
ワ

一
九
二
五
年
)
等
の

図
書
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
彼
は

一
九
三
七
年
に
逮
捕
さ
れ
、
死
刑
に
処
さ

　ぬ
　

れ

た
。

サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
、

ペ
ト

ロ
グ

ラ
ー
ド
、

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
で
の
日
本
学
派

の
誕
生

二
〇
世
紀
の
初
頭
、
日
本
語
科

に
数
人
の
有
能
な
青
年
が
入
学
し
て
き
た
。

彼
ら
が
、
後

に
ロ
シ
ア
が
誇
る
日
本
学
派
の
草
分
け
的
存
在
と
な
り
、
今
日
の
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サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
お
け
る
日
本
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
々
で
あ
る
。

前
述

の
よ
う
に
、
日
本
語
科
で
教
師
が

"
輪
番
"
で
教
壇
に
立

っ
て
い
た
時
期

の

一
九
〇
八
年
、
コ
ン
ラ
ッ
ド

(団
・寓
●
訳
。目
聟
＼
Z
』
.
国
。
霞
9山
一
八
九

一
-

一

九
七
〇
)
が
日
本
語

・
中
国
語
科

に
入
学

し
た
。
彼
が
現
在

の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

(バ
ル
ト
海
沿
岸
に
あ
る
国
)
の
首
都
リ
ガ
市

の
中
学

(日
本
の
高
等
学
校
に
あ
た

る
)
を
卒
業
し
て
、

ロ
シ
ア
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に

現
れ
た
の
は
ご
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ

っ
た
ろ
う
。

一
二
年
、
彼
は
大
学
を

卒
業
す
る
と
同
時
に
実
用
東
洋
語
学
院

(ア
カ
デ
ミ
ー
)
も
卒
業
し
た
。
そ
の

直
後
か
ら
の
日
本
で
の

一
年
間
の
留
学
を
終
え
、
キ
エ
フ
商
業
学
校
の
助
教
授

と
し
て
中
国
語
と
日
本
語
を
教
え
た
。

一
四
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
戻
り
同
年
、

朝
鮮
と
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。

一
七
年
七
月
帰
国
し
て
東
洋
学
部

の
教
授
に
就

任
し
た
。

ロ
シ
ア
の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ロ
シ
ア
の
日
本
研
究
者
た
ち

の
命
運
に
激
変
を
も
た
ら
し
た

一
〇
月
社
会
主
義
革
命
勃
発
の
四
ヵ
月
前
で
あ

っ
た
。

同
年
冬
、

コ
ン
ラ
ッ
ド
は
修
士
試
験

に
合
格
し
た
。
し
か
し
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

大
学
の
教
師
で
は
な
く
、
オ
リ

ョ
ウ
ー
ル
市
に
新
設
さ
れ
た
大
学
の
学
長
に
任

命
さ
れ
、
こ
こ
に
二
二
年
ま
で
在
任
し
た
。
同
年
秋

の
新
学
期
か
ら
彼
は
ペ
テ

ロ
グ
ラ
ー
ド

(前
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
)
大
学
に
戻

り
、
日
本
語
お
よ
び

日
本
文
学

の
講
座
担
当
者
と
な

っ
た
。
都
市

の
名
前

は
時
代
と
共
に
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
か
ら
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
さ
ら
に

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
変
わ

っ
た
。
コ

ン
ラ
ッ
ド
は
そ
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学

で
三
八
年
ま
で
勤
務
し
、
そ
の
間
の

三
四
年

に
は
ソ
ビ
エ
ト
で
初
め
て
の
日
本
学
の
文
学
博
士
の
学
位
を
得
て
、
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
に
選
ば
れ
た
。
三
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
ソ
連

の
国
内

政
治
状
況
は
激
化

の

一
途
を
た
ど
り
、
彼

の
運
命
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。

一
九
三
七
-
三
九
年
は
内
務
人
民
委
員

・
国
家
政
治
保
安
部
長
官

エ
ジ

ョ
ー

フ

(霽
寓
・
国
蓉

し。＼Z
●H●
国
昌
○
<
)
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
も
と
で
大
粛
清

・
弾
圧
を

行

っ
た
時
代
で
あ

っ
た
。
当
時
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
治

・
政
策
に
反
抗
し
た
者

は
も
ち
ろ
ん
、
同
意
し
な
か

っ
た
者
、
熱
狂
的
に
支
持
し
な
か

っ
た
者
で
す
ら

誰
彼
の
区
別
な
く
非
国
民

の
烙
印
を
押
さ
れ
て
逮
捕
さ
れ
、
残
酷
な
拷
問
に
か

け
ら
れ
た
り
、
死
刑
囚
の
収
容
所
同
然

の
い
わ
ゆ
る
ラ
ー
ゲ
リ
に
収
容
さ
れ
た

り
し
た
。
多
く
の
場
合

"
犯
人
"
に
は
死
刑
が
言

い
渡
さ
れ
た
。
逮
捕
現
場
で

即
時
刑
を
執
行
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

コ
ン
ラ
ッ
ド
が
逮
捕

の
悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
の
は

一
九
三
八
年
七
月

二
九
日

で
あ
る
。
彼
が
告
訴
さ
れ
た
の
は

"
日
本
の
ス
パ
イ
"
と
の
容
疑
が
か
け
ら
れ

た
た
め
と
さ
れ
る
。
当
時
、
と
く
に
外
国

へ
行

っ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
や
、
外

国
語
の
知
識
の
あ
る
人
物
は
社
会
主
義
国
家
ソ
ビ
エ
ト
に
忠
実
な
国
民
で
は
な

い
、
と
保
安
部
の
ス
タ
ッ
フ
に
疑
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

コ
ン
ラ
ッ
ド
も

例
外
で
は
な
か

っ
た
。
釈
放
さ
れ
た
の
は
四

一
年
九
月
八
日
で
あ
る
。
同
年

モ

ス
ク
ワ
に
移
住
し
て
モ
ス
ク
ワ
大
学
に
転
勤
し
た
。
五
八
年

に
ア
カ
デ
ミ
ー
正

会
員
に
な

っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け
る
東
洋
学
お
よ
び
日
本
学
の
最
高
権
威

と
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サ ンク ト・ペテル ブルグ(ロ シア)に お ける日本語学 習 と日本研究 の三〇 〇年 のあゆみ

し
て
日
本
研
究

に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
、
多
く
の
後
継
者
を
養
成
し
た
。

彼
は
、
日
本
の
文
学
作
品

『方
丈
記
』

『伊
勢
物
語
』
な
ど

の
翻
訳
に
尽
力

し
て
、

ロ
シ
ア
語

の
訳
書
を
数

々
生
み
出

し
た
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
者

と
し
て
も
活
躍
し
、
日
本
文
学
、
日
本
語

や
日
本
史
だ
け
で
な
く
中
国
古
典
文

学
、
朝
鮮
語
と
民
俗
学
な
ど
の
研
究
分
野

に
お
い
て
も
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
。

日
本
政
府
か
ら
六
九
年

に
勲

二
等
旭
日
重
光
章
を
贈
ら
れ
た
。
『日
露
大
辞
典
』

の
編
集
責
任
者
と
し
て
七
〇
年
に
レ
ー

ニ
ン
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
同
年
九
月
三

〇
日
死
去
。
筆
者
と
そ
の
同
期
生
た
ち
が
東
洋
学
部
の
新
入
生
に
な

っ
た
時
で

あ

っ
た
。

コ
ン
ラ
ッ
ド
教
授
は
、
広
い
意
味
で

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
文
化
の
科
学
的

研
究
の
基
礎
を
築
き
、
日
本
学
派
の
生
み
の
親
で
あ

っ
た
。
彼
の
後
継
者

の

一

人
は

ニ
コ
ラ
イ

・
ネ
フ
ス
キ
ー

(団
霞
自
跳

団
Φし・臾
§
＼
Z
障
。
一巴

Z
Φ<
ω窪

一
八

九
二
ー

一
九
三
八
)
で
あ
る
。
ネ
フ
ス
キ
ー
は

一
八
九

二
年

二
月
六
日
ロ
シ
ア

中
部
に
あ
る
ヤ

ロ
ス
ラ
ヴ
ィ
リ
で
生
ま
れ
た
。

一
九
〇
九
年

ル
イ
ー
ビ
ン
ス
ク

市

の
中
学
校
を
銀
メ
ダ

ル
で
卒
業
後
、
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
大
学
東
洋
学
部
と
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
工
科
大
学
の
両
方

に
願
書
を
同
時
に
送

っ
た
。
ど
ち
ら
に
入
学
す
る

か
で
彼
は
悩
ん
で
い
た
と
い
う
。
ネ
フ
ス
キ
ー
の
伝
記
作
家
グ

ロ
ム
コ
フ
ス
カ

ヤ

(昌
員

9

。萸
。切臾
雷
＼
い
.い
.Ω
「0
8
ざ
く
ωざ
旨
)
と
ク
イ
チ

ャ
ー
ノ
ブ

(団
.

寓
●
内
臣
9。ぎ
bご＼国
●H・
内
旨
冨
昌
o
<
)
に
よ
る
と
、
ネ

フ
ス
キ
ー
は
子
供
の
頃
に
ル

イ
ー
ビ
ン
ス
ク
に
移
住
し
、
学
校
で
習
う
外
国
語
だ
け
で
な
く
町
の
周
辺
に
住

む
タ
タ
ー
ル
人
や
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
流
域
に
分
布
す
る
少
数
民
族
の
言
語
や
彼
等

　お
　

の
民
間
伝
承
な
ど
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
ま
た
少
年
ネ
フ
ス
キ
ー
は
多
趣

味
で
鳩
の
飼
育
か
ら
写
真
撮
影
、
踊
り
や
詩
の
朗
読
も
好
ん
だ
。
加
藤
九
祚
が

次

の
よ
う

に
書

い
て
い
る
。
「
彼
は
ル
イ
ー
ビ
ン
ス
ク
に
在
住
の
タ
タ
ー
ル
人

と
知
り
合
い
、
そ
の
家
に
通

っ
て
タ
タ
ー
ル
語
の
会
話
を
習
い
始
め
た
。
ま
た
、

彼
の
年
長
の
知
人
で
、
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
ラ
ザ
レ
フ
東
洋
語
専
門
学
校

の
ア
ラ

ブ

・
ペ
ル
シ
ア
語
科
で
学
ん
で
い
た
ワ
ー
ニ
ャ

・
ス
ロ
ノ
ブ
と

い
う
人
か
ら
影

　あ
　

響
を
受
け
て
、
独
学
で
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
覚
え
た
」
と
。
ま
た
技
術
分
野
に
も

関
心
を
も
ち
、
永
久
機
関
の
発
明
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
よ
う
な
こ
と
も
伝
え
ら

　め
　

れ
て
い
る
。

ネ
フ
ス
キ
ー
は
、
幼
少
時
か
ら
貧
し
い
環
境
で
育

っ
た
た
め
か
、

エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
言
語
や
人
文
学

の
修
得
よ
り
も
、
将
来
経
済
的
に
安
定
す
る
職
を
選
べ

る
よ
う
な
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
と
工
科
大
学
入
学

の
方
を
選
ん
だ
。

と
こ
ろ
が

一
学
年
を
終
え
て
汽
車
の
機
関
助
手
を
体
験
し
た
後
、
心
中
自
ら
の

真

の
望
む
と
こ
ろ
を
問

い
直
し
た
結
果
、

一
九

一
〇
年
、
工
科
大
学
を
中
退
し

て
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
東
洋
学
部
の
中
国
語

・
日
本
語
科
に
入
学
し
直
し
た
。

一
四
年
に
大
学
を
卒
業
後
は
大
学
職
員
と
な
り
、

一
五
年
春
、

二
年
間
の
予
定

で
官
費
研
修
生
と
し
て
日
本

へ
派
遣
さ
れ
た
。
同
じ
時
期
、
東
京

に
滞
在
し
て

い
た
の
が

コ
ン
ラ

ッ
ド
と
、

一
〇
年

に
大
学
を
卒
業

し
た

ロ
ゼ

ン
ベ

ル
グ

(O
零
。
℃
oω自
α①它
＼○
暮
o
菊
o
N①昌
σ
霞
ひq
一
八
八
八
ー

一
九

一
九
)
で
あ

っ
た
。

ロ
ゼ

ン
ベ
ル
グ
は
、
大
学
時
代
に
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
を
専
攻
し
な
が
ら
選

択
科
目
と
し
て
V
・
Y
・
コ
ー
ス
テ
ィ
レ
フ
、
G
・1
・
ド
ー
リ
ャ
と
黒
野
義
文
の
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日
本
語
の
授
業
に
も
出
席
し
て
い
た
。
東

洋
学
部
の
教
員
と
し
て

一
二
年
か
ら

一
六
年
ま
で
日
本

へ
派
遣
さ
れ
た
。
日
本

文
学
、
日
本
仏
教
を
研
究
し
た
。
帰

国
後
、

一
七
年

か
ら
東
洋
学
部
の
助
教
授

就
任
、
学
位
論
文

(雷
b
・)
審
査

に
合
格
し
、

一
九
年
に
は
日
本
の
文
学
博

士
号
を
取
得
し
た
。

ネ
フ
ス
キ
ー
は
留
学
最
初

の
時
期
に
先
輩
の
コ
ン
ラ
ッ
ド
と
ロ
ゼ

ン
ベ
ル
グ

と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
時
に
は
彼
等
と
机
を
並

べ
て
研
究
す
る
チ
ャ
ン
ス

も
得
ら
れ
た
。
ネ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
は
実
は
二
度
目
の
日
本
と
の
出
合

い
で

あ

っ
た
。
学
生
時
代
の

一
九

一
三
年
、
わ
ず
か

二
ヵ
月
間
で
は
あ

っ
た
が
、

「あ
こ
が
れ
の
国
」

の
日
本
を
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
長
崎

の
宿
屋
で
、
大

学
で
教
え
ら
れ
た
通
り
の
日
本
語
を
話
し
た
と
こ
ろ
ま

っ
た
く
通
じ
な
か

っ
た
。

神
田
喜

一
郎
の
思

い
出

に
よ
る
と
、
時
間
を
聞
く
の
に

『今

い
く
時
に
候
や
』

と
言

っ
た
と
い
う
。
柳
田
国
男
も
ネ
フ
ス
キ
ー
の
思

い
出
話
の
中
で
、
「皆
き

ょ
と
ん
と
し
て
返
事
を
し
な
か

っ
た
と
か
。
あ

の
時
は
情
け
な
か
っ
た
と
後

で

私
ら
に
話
し
て
い
た
」
と
書

い
て
い
る
。

そ
の
二
ヵ
月
間
、
ネ
フ
ス
キ
ー
は
東

　
　
　

京
に
滞
在
し
て
日
本
文
学
の
研
究
に
努
め
た
。

二
度
目
の
留
学
で
彼
は
、
帝
国
大
学
に
通

っ
て
い
た
コ
ン
ラ

ッ
ド
と
共
に
本

郷
菊
坂
台
上
と
本
郷
駒
込
林
町
に
二
人
で
女
中

一
人
と

一
戸
を
構
え
て
暮
ら
し

始
め
た
。
ネ
フ
ス
キ
ー
は
や
が
て
柳
田
国
男
、
折

口
信
夫
、
金
田

=
尽
助
ら
と

知
り
合
う
。
柳
田
国
男
は

『故
郷
七
十
年

』
の
中
で
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

初
め
に
私
に
紹
介
し
た
の
は
折

口
信
夫
君
と
中
山
太
郎
君
と
で
あ

っ
た
。

珍
し
い
ロ
シ
ア
人
が
来
て
お
り
ま
す
よ
と
い
う
の
で
、
い
つ
か
連
れ
て
来

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
い
つ
で
も
三
人
連
れ
で
来
た
。

た
だ
喋

っ
て
い
て
も
と
思
い
、
輪
講
で
も
し
よ
う
と
私
が
い
い
出
し
た
と

こ
ろ
偉

い
ロ
シ
ア
人
で
、
風
土
記
を
や
り
た

い
と
い
う
。
た
し
か

『風
土

記
逸
文
』
を
や

っ
た
お
ぼ
え
が
あ
る
。
(中
略
)
月
に
二
度
く
ら

い
三
人

で
来
て
、
大
分
永

い
間
続
け
た
。

柳
田
国
男
と
ネ
フ
ス
キ
ー
は
急
速
に
親
し
く
な
り
、

一
九

一
六
年

(大
正
五
)

二
月
、
ネ
フ
ス
キ
ー
の
二
四
歳
の
誕
生
日
に
は
、
柳
田
の
方
か
ら
駒
込
林
町
の

　
　
　

彼
の
家
を
訪
れ
て
い
る
。

一
九

一
七
年
に
ロ
シ
ア
で
は
社
会
主
義
革
命
が
起
こ
っ
た
。
ネ
フ
ス
キ
ー
は

二
年
の
留
学
期
間
が
過
ぎ

て
も
帰
国
し
な
か

っ
た
た
め
に
奨
学
金
を
打
ち
切
ら

れ
た
が
、
運
よ
く
小
樽

の
高
等
商
業
学
校
に
ロ
シ
ア
語
教
師
の
職
が
あ

っ
た
。

二
二
年
四
月
、
大
阪
外
国
語
学
校

(現

・
大
阪
外
語
大
)
の

ロ
シ
ア
語
講
師

と

し
て
、
入
学
し
た
二
五
五
人
の
学
生
に
松
永
信
成
教
授
と
共
に
露
語
部
で
授
業

　　
　

を
担
当
し
た
。
同
年
、
萬
谷
イ
ソ
と
結
婚
し
た
。
二
九
年
七
月
退
職
し
て
妻
子

　　
　

を
日
本
に
残
し
た
ま
ま
単
身
帰
国
し
た
。
三
三
年
七
月
、
イ
ソ
母
子
の
ソ
連

へ

の
渡
航
が
許
可
さ
れ
た
。

ネ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
領
域
は
幅
広
く
、
日
本
の
風
土
、
ア
イ
ヌ
語
と
民
間
伝

承

(
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
)、
宮
古
諸
島

の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
、
方
言
、
西
夏
語

(タ
ン

グ
ー
ト
語
)
な
ど
多
岐

の
分
野

に
わ
た

っ
て
い
た
。
多
く
の
場
合
、
彼

の
研
究

272



サンク ト・ペテル ブルグ(ロ シア)に お ける 日本語学習 と日本研 究の三〇〇年 のあゆみ

は

ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
そ
の
分
野
に
お
い
て
草
分
け
的
存
在
に
な

っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
粛
清

の
嵐

が
吹
き
荒
れ
る
最
中
、
非
道
に
も
、
日
本

の
ス
パ
イ
容
疑
を
も

っ
て
妻
と
共

に

　お
　

逮
捕
さ
れ
、

一
九
三
八
年

一
一
月

二
四
日
射
殺
さ
れ
た
。
妻
イ
ソ
も
同
日
殺
害

さ
れ
た
。

一
九
五
七
年
に
な

っ
て
彼
の
名

誉
は
回
復
さ
れ
、
六
二
年

に
は
西
夏

語

の
研
究
で
没
後

レ
ー
ニ
ン
賞
が
贈
ら
れ
た
。

コ
ン
ラ
ッ
ド
が
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
大
学
東

洋
学
部
を
卒
業
し
た

一
九

一
二
年
、

文
学

・
歴
史
学
部
で
も
優
れ
た
科
学
者

の

一
人
を
輩
出
し
た
。
こ
の
人
物
は
日

本
の
知
識
人
の
間
で

「ポ
リ
氏
」
と
か

「ポ
リ
先
生
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

ポ
リ
ワ
ー
ノ
ブ

(団
.員
.
口
。強
器
国。切
＼国
・U
.芍
o
一貯
鋤
口
o<
一
八
九

一
-

一
九
三
七
)

で
あ
る
。

ポ
リ
ワ
ー
ノ
ブ
は

一
八
九

一
年
二
月

二
八
日
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
市
に
生
ま
れ
、

一
九
〇
八
年
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
入
学
、
在
学
中
す
で
に
言
語
の
天
才
と
し
て

評
判
が
立

っ
て
い
た
。

一
二
年
、
比
較
言
語
学
科
の
修
士
の
頃
、
実
用
東
洋
語

学
院
に
通

っ
て
日
本
語
を
学
ん
で
い
た
。

一
四
年
と

一
五
年

の
二
度
に
わ
た
り

日
本
に
留
学
し
て
方
言
の
音
声
学
的
な
研
究
を
進
め
た
。
彼
は
日
本
語
だ
け
で

な
く
中
国
語
、
朝
鮮
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、

お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
何

ヵ
国
語
を

も
習
得
し
た
非
凡
な
言
語
学
者
で
あ

っ
た
。
す
ぐ
れ
た
記
憶
力
の
持
ち
主
で
、

ど
こ
へ
行

っ
て
も

(日
本
の
小
さ
な
村
で
あ
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
の
地
方
で
あ
れ
)、

一
ヵ
月
も
経
た
な

い
う
ち
に
現
地
の
村
人
も
驚
く
ほ
ど
そ
の
土
地
の
言
葉
を
上

手
に
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
「何

ヵ
国
語
が
わ
か
り
ま
す
か
?
」
と
聞

か
れ
た
時
、
本
人
は
大
体

一
四
ヵ
国
か
ら

一
八
ヵ
国
語
ぐ
ら
い
と
認
め
て
い
た

が
、
彼
を
よ
く
知
る
人

々
は
四
〇
ヵ
国
語

(時
に
は
そ
の
方
言
も
)
は
覚
え

て

い
た
と

い
う
。

彼
は

一
九

一
四
年
に
来
日
し
た
時
、
長
崎
県
三
重
村
で
方
言
を
採
集
し
た
り
、

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
分
析
な
ど
の
比
較
研
究
を
行

っ
た
り
し
た
。

一
五
年

に

は
東
京
帝
国
大
学
の
理
学
教
室
で
実
験
を
行

っ
て
い
た
が
、
そ
の
際
に
助
手
を

務
め
た
の
が
佐
久
間
鼎

で
あ
る
。
佐
久
間
の
著
書

『日
本
音
声
学
』
(
一
九
二

九
)
は
ポ
リ
ワ
ー
ノ
フ
の
影
響
を
受
け
た
と
佐
久
間
も
認
め
て
い
る
。

　　
　

彼
は

一
九

一
六
年

一
月
二
九
日
か
ら
日
本
語
科
の
助
教
授
に
任
命
さ
れ
二

一

年
ま
で
勤
め
た
が
、
二

九

二

一
年
に
モ
ス
ク
ワ
に
移
り
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
で
働

き
、
の
ち
タ
シ
ケ
ン
ト
に
転
じ
た
が
、

一
九
二
七
年
再
び
モ
ス
ク
ワ
に
戻
り
社

　
あ
　

会
科
学
研
究
所
に
お
い
て
語
学
の
研
究
に
従
事
し
た
」
。

ポ
リ
ワ
ー
ノ
ブ
は

一
九

二
〇
ー
三
〇
年
代

に
研
究
の
成
果
を
数
多
く
の
論
文

に
ま
と
め
発
表
し
た
。
そ
の
点
で
彼
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
語
音
声
と
日
本

方
言
の
研
究
分
野

の
草
分
け
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
日
本
で
も
同
じ
研
究
分
野

の
言
語
学
者
に
刺
激
を
与
え
た
。

ポ
リ
ワ
ー
ノ
ブ
も
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
粛
清

の
最
も
激
し
か

っ
た
時
期
の

一

九
三
八
年

に
逮
捕
さ
れ
て
、
同
年

一
月
二
五
日
に
ス
モ
レ
ン
ス
ク
市

の
獄
中
で

死
亡
し
た
と
日
本
で
出
版
さ
れ
た
資
料
の
中
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
逮
捕
さ
れ
た
の
は
三
七
年
八
月

一
日
、
射
殺
さ
れ
た
の
が
三
八
年

一
月
二
五

　あ
　

日
で
あ
る
。
六
三
年
四
月
三
日
が
彼

の
名
誉
回
復

の
日
と
な

っ
た
。
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彼

の
著
作

『日
本
語
研
究
』
は
、
日
本

で
も
村
山
七
郎

の
編
訳
で

一
九
七
六

　
あ
　

年
に
刊
行
さ
れ
た
。
彼
自
身

に
関
す
る
研

究
は
従
来
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

か

っ
た
が
、
八
八
年
に
至
っ
て
V

・
ラ
ル
ツ

ェ
フ
に
よ
る
彼
の
伝
記
が
発
表
さ

れ
た
。

こ
う
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
弾
圧
時
代
、
"
ス
パ
イ
"
容
疑
を
理
由

に
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
、

モ
ス
ク
ワ
、
そ
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
の
各
大
学
で
も
日
本

学
者

の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
、
日
本
研
究
の
分
野
は
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
大

き
な
損
失
を
こ
う
む

っ
た
。

一
九

一
六
年
、
ポ
リ
ワ
ー
ノ
ブ
の
助
教
授
就
任
と
同
時
に
、
も
う

一
人
の
す

ぐ

れ

た
若

手

の
日
本

学

研
究

者

エ
リ

セ

ー

エ
フ

(○
勹
・
国
自
8
窃
＼
o。
・Ω
・

臼
一ωΦΦ
<
一
八
八
九
-

一
九
七
五
)
も
同
じ

日
本
語
科

の
助
教
授
と
し
て
登
場
し

た
。
彼
は

一
八
八
九
年

一
月

一
三
日
、
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
生
ま
れ

た
。
「
生
家
は
エ
リ
セ
ー
エ
フ
兄
弟
商
会

と

い
い
、
大
き
な
食
料
品
店
を
経
営

し
て
い
た
。

一
八
九
九
年
名
門
の
ラ
リ
ン
ス
キ
ー
校
に
入
学
し
て
古
典
を
学
ん

だ
。

一
九
〇
〇
年
の
夏
休
み
を
パ
リ
郊
外

ヌ
イ
ー
で
過
ご
し
た
時
、
パ
リ
で
開

催
中
の
万
国
博
覧
会
を
見
学
し
東
洋
文
化

に
関
心
を
持

つ
に
至

っ
た
と
い
う
。

一
九
〇
七
年
ラ
リ
ン
ス
キ
ー
校
を
卒
業
、

ベ
ル
リ
ン
大
学

に
進
学
し
た
。
同
大

　ガ
　

学

東

洋

語

学

部

で

日

本

語

お

よ

び

中

国

語

を

研

究

し

た

」
。

ア

ル

パ

ー

ト

フ

(bd
.寓

.
レ
自
胄
。
切
＼
<
●ζ
.
≧

冨

8
<
)

に

よ

る

と

エ

リ

セ

ー

エ

フ

の
専

攻

分

野

の

　お
　

選

択

に
は

日
露

戦

争

(
一
九

〇
四
1

0

五
)

も

影

響

を

与

え

た

と

い
う

。

エ
リ

セ

ー

エ
フ

は

、

ベ

ル
リ

ン

大

学

で

一
年

学

ぶ

間

に
、

ド

イ

ツ

人

の

R

・

ラ
ン
ゲ
や
G
・プ
ラ
ン
ト
と

い
う
当
時

の
す
ぐ
れ
た
日
本
語

の
専
門
家
の
指
導

を
受
け

て
い
た
。
ま
た
日
本
人

の
留
学
生
、
新
村
出

(言
語
学
者
、
の
ち
に

『広
辞
苑
』
の
編
者
)
に
会

っ
た
ら
し
い
。

一
九
〇
八
年
帰
国
し
た
の
ち
、
シ
ベ

リ
ア
を
経
由
し
て
来
日
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
入
学
、
夏
目
漱
石
と
も

知
り
合

っ
た
。

バ
ー
ビ
ン
ツ

ェ
フ
に
よ
る
と
、

エ
リ
セ
ー

エ
フ
は

コ

九

一
二

年

に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、
文
学
士

と
な

っ
た
。
日
本

で
の
大
学
教
育

　　
　

(田
ひq冨
『
国
費
。註

8
)
を
受
け
た
最
初
の
西
洋
人
だ

っ
た
」。
卒
業
後
も
大
学

院
に
進
ん
で
芭
蕉
の
作
品
と
日
本
の
芸
術
の
研
究
を
続
け
た
。

一
九

一
四
年
六
月
、
大
学
院
課
程
を
修
了
し
て
同
年
夏
帰
国
、

一
一
月
に
結

　れ
　

婚
し
た
。

一
五
年
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
修
士
試
験
に
合
格
し
た

後
、
"
試
験
的
"
な
講
座

『芭
蕉
と
そ
の
作
品
』
『日
本
語
文
語
体
の
展
開
』
が

成
功
し
て
か
ら
日
本
語
科
で
教
え
始
め
た
。
彼
は

一
六
年

(ア
ル
パ
ー
ト
フ
に

よ
る
と

一
七
年
)
に
妻
と
共

に
二
年

ぶ
り
に
来
日
、
数
ヵ
月
滞
在
し
た
。
十
月

革
命
の
前

に
ロ
シ
ア
に
帰
国
、

二
〇
年
ま
で
大
学
で
教
え
な
が
ら

『
日
本
文
学

一
覧
』
を
発
表
し
た
。

二
〇
年
に
短
期
間
逮
捕
さ
れ
た
後
、
密
出
国
し
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
翌
年
パ
リ
に
着
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
亡
命
者
と
し
て
生
活
し
て
い
た
。
ギ
メ
博
物
館
な
ど
に
勤
め
、

こ
の
間

『赤
露
の
人
質
日
記
』
(朝
日
新
聞
社

一
九
二

一
年
)
を
日
本
語
で
出

版
し
た
。
二
六
年
国
際
連
盟
に
勤
務
、
在
仏

日
本
大
使
館

の
通
訳
も
務
め
た
。

二
九
年

パ
リ
日
本
館

の
初
代
館
長
に
就
任
、
翌
三
〇
年

に
は
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
大
学

の
講
師
に
就
任
し
た
。
パ
リ
滞
在
中
多
数

の
著
作
を
出
版
し
た
。
三

一
年
フ
ラ
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ン
ス
に
帰
化
、
三
二
年
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
大
学
高
等
研
究
院
正
教
授
に
就
任
、
さ
ら

に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
東
洋
学
部
部
長

と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
三
四
年

ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
東
洋
語
学
部
教
授
兼

ハ
ー
バ
ー
ド

・
イ

エ
ン
チ
ン

・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ

ユ
ー
ト
所
長
に
就
任
。
当
時
の
弟
子
に
E
・
ラ
イ
シ
ャ
ー
ワ
教
授
な
ど
が
い

る
。
四
六
年

フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

レ
ジ
オ

ン

・
ド
ヌ
ー
ル
五
等
勲
章
が
贈
ら
れ

た
。
五
六
年

ハ
ー
バ
ー
ド

・
イ

エ
ン
チ
ン

・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ

ユ
ー
ト
所
長
を
辞

任
、
翌
年
六
月
に
は
大
学
教
授
を
も
辞
し

パ
リ
に
帰

っ
た
。
六
九
年
二
月
、
日

本
政
府
よ
り
勲

二
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
た
。
七
五
年
四
月

=
二
日
パ
リ
で
死
去

　む
　

し

た

。

以

上

に

み

た

よ

う

に
、

エ
リ

セ

ー

エ

フ
は

フ

ラ

ン

ス

と

米

国

に

お

け

る

日

本

学

分

野

の
研

究

の
端

緒

を

開

い
た

学

者

で

あ

っ
た

。

革

命

と

混

乱

の
時

代

に

、

セ

ル
ゲ

イ

・
エ
リ

セ
ー

エ
フ

が

西

側

に

亡
命

し

た

結

果

、

日
本

語

科

が

蒔

い
た

日
本

学

の

"
種

"

が

、

ロ
シ

ア

で

は
な

く

フ
ラ

ン

ス

や

ア

メ

リ

カ

で

"
花

"

を

咲

か

せ

る

結

果

と

な

り

、

ロ
シ

ア

に

と

っ
て

は

ま

こ

と

に
残

念

と

い
う

ほ

か

は

な

い
。

一
九

一
四

年

に
実

用

東

洋

語

学

院

、

一
五
年

に

ペ

ト

ロ
グ

ラ

ー

ド

大

学

を

卒

業

し

た

の

は

オ

レ
ス

ト

・
プ

レ

ト

ネ

ル

(O
b
●bd
.
口
鳬
目
国
8
＼
9

・<
・
勺
一〇
9
Φ
二

八

九

ニ
ー

一
九

七

〇
)

と

オ

レ

グ

・
プ

レ

ト

ネ

ル

(
O
旨
・bd
・
目
澪

目
8

＼
9

.<

.

コ
Φ
9
Φ
二

八
九

三
-

一
九

二
九
)

の

兄

弟

で

あ

る
。

一
七

年

、

オ

レ
ス

ト

は

外

交

官

補

と

し

て
来

日

し

、

ネ

フ

ス

キ

ー

な

ど

と

日

本

文

化

研

究

に
従

事

し

た

。

二

二
年

に

は

外

交

官

生

活

に
終

止
符

を

打

ち
、

ダ

ニ

エ
ル

・
ジ

ョ
ー

ン
ズ

教

授

に
音
声
学
の
指
導
を
う
け
る
た
め
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
留
学
、
一
ご
ご
年
に
日
本
に

戻
り
、
大
阪
外
国
語
学
校
の
教
師
と
な
り
、
さ
ら
に
京
都
大
学
お
よ
び
天
理
外

国
語
学
校
な
ど
で
も
教
え
た
。
三
五
年

に
紀
貫
之
の

『土
佐
日
記
』
の
最
初
の

ロ
シ
ア
語
訳
を
発
表
し
た
。
四

一
年

に
日
本
を
出
国
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
招
き

で
ベ
ト
ナ
ム

(越
南
)
に
入
り
、

ハ
ノ
イ
大
学
で
ベ
ト
ナ
ム
人
に
日
本
語
と
フ

ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
。
戦
後
の

一
九
五
〇
年
再
び
来
日
し
、
大
阪
外
国
語
学
校

に
お
い
て
音
声
学
、

ロ
シ
ア
語
発
達
史
、
フ
ラ
ン
ス
語
発
達
史
な
ど
を
講
義
し

た
。
六
八
年
三
月
に
大
阪
外
国
語
学
校
を
退
職
、
多
年
の
功
績

に
対
し
日
本
政

府
か
ら
勲
四
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
た
。
七
九
年

一
月
に
神
戸
で
死
去
。
神
戸
外

　れ
　

国
人
墓
地
に
眠
る
。
オ
レ
グ
の
方
は
教
授
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
の
東
洋
学
大
学
に

二
二
年
か
ら

二
九
年
ま
で
勤
め
た
。
彼

の
研
究
領
域
は
、
主
に
明
治
期
の
歴
史

と
農
民
運
動
の
研
究
な
ど
で
あ

っ
た
。

以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
、

一
九

一
〇
年
代
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

(
ペ
ト
ロ
グ

ラ
ー
ド
)
大
学
で
は
、
日
本
語
教
育
だ
け
で
な
く
、
日
本
文
学
、
日
本
歴
史
、

仏
教
、
神
道
な
ど
の
分
野
の
研
究
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア

か
ら
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
か
け
て
、
「
日
本
学
」
と
い
う
学
問
史
上
に
名
を
残
し

た
若

い
研
究
者
の
お
か
げ
で
、
東
洋
学
部
は
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
歴
史
的
に

見
れ
ば
、
日
露
戦
争

(
一
九
〇
四
1
0
五
)
前
後
、
第

一
次
世
界
大
戦

(
一
九

一

四
-

一
八
)、

ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命

(
一
九

一
七
)、
国
内
戦
争

(
一
九

一

七
-
二
二
)
な
ど
打
ち
続
く
戦
乱
の
渦
中

に
あ
り
な
が
ら
も
、

ロ
シ
ア

・
ソ
ビ

エ
ト
の
日
本
学
派
は
若
手
知
識
人
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
過
酷
な
時
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代
で
は
あ

っ
た
け
れ
ど
も
東
洋
学
部

の
日
本
語
科

の
教
室
で
は
、
漢
文
、
候
文
、

文
語
体
、
古
文
、
平
安
時
代
の
文
学
作
品

か
ら
夏
目
漱
石
の
作
品
ま
で
が
研
究

さ
れ
、
教
え
ら
れ
て
い
た
。
真
摯
で
旺
盛
な
知
識
欲
を
持

っ
た
研
究
者
た
ち
が
、

日
本
の
仏
教
、
神
道
、
民
俗
、
日
本
語
の
文
法
、
方
言
、
音
声
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
も
最
初
の

一
歩
を
着
実
に
踏
み
出

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

コ
ン
ラ

ッ
ド
の
後
輩

と
弟
子
た

ち

ま
ず
、
優
れ
た
日
本
語
学
者

コ
ル
パ
ク
チ

(団
●寓
・
囚
。自
・・釜
ミ
中
ζ
●
内
皀
づ
甲

胃
三

一
九
〇
ニ
ー
五
二
)
の
名
が
挙
げ
ら
れ

る
。
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

の
医
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
、

ペ
ト

ロ
グ
ラ
ー
ド

(
一
九

一
四
年

〈第

一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
年
〉
か
ら

一
九

二
四
年

〈
レ
ー

ニ
ン
が
死
去
し
た
年
〉

ま
で
の
名
称
。
現
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
)
大
学
東
洋
言
語
学
部
を

二
三
年

に
卒
業
す
る
、

コ
ン
ラ
ッ
ド
の
指
導
を
受

け
た
学
生

の

一
人
で
、
師
の
薫
陶
よ

ろ
し
き
を
得
て
す
ぐ
れ
た
日
本
語
学
者

に
な

っ
た
。
日
本
語
科
を
卒
業
後
、

二

四
年
か
ら
実
用
東
洋
言
語
学
院
、
東
洋
学
院
で
日
本
語
を
教
え
た
。
二
八
年

に

は
日
本

へ
の
六
ヵ
月
の
留
学
を
体
験
し
た
。
三
〇
年

に
、
言
語
用
法

(直
訳
す

れ
ば
言
葉
遣
い
文
化
)
大
学
の
助
教
授
、
三
六
年

か
ら

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学

の
教
授
に
就
任
し
た
。
三
〇
年
代

に
は
先
輩
の
ネ
フ
ス
キ
ー
と
の
共
著
に
よ
る

『日
本
語
会
話

の
基
礎
』
『
日
本
語
』
を
出
版
し
た
ほ
か
、
単
著

『和
露
漢
字
字

典
』
『
日
本
語

の
体
系
文
法
』
な
ど
を
刊
行
し
た
。
四
六
年
、
「奈
良
時
代
の
文

'

献
に
現
わ
れ
る
古
代
日
本
語
」

の
テ
ー

マ
で
博
士
論
文
を
提
出
し
合
格
し
た
。

当
時
の
日
本
語
科
の
教
育
課
程
に
生
気
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
、
初
の
女
性
教
授

で
あ
る
コ
ル
パ
ク
チ
で
あ

っ
た
。

コ
ル
パ
ク
チ
も
反
革
命
者
と
し
て
三
八
年

二
月

一
四
日
、
彼
女
の
師
た
ち
と

同
様
に
逮
捕
さ
れ
、
三
九
年

二
月

一
日
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

　
ゐ
　

の
刑
務
所
に
投
獄
さ
れ
て
い
た
。
難
病
に
か
か
り
五
〇
歳
で
世
を
去

っ
た
の
は
、

入
獄
中
に
健
康
を
損
ね
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
没
後
、
『
日
本
語
史
概
論

第

一
巻

"
形
態
論

・
動
詞
』
が
モ
ス
ク
ワ
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
五
六
年
に
刊

行
さ
れ
た
。

コ
ル
パ
ク

チ
よ

り

二
歳
年

下

の
ナ
タ

リ

ア

・
フ

ェ
リ

ド

マ
ン

(団
・国
・

e
Φ葭
鼕
臣
＼Z
●H.
国
興
自
B
①
ロ
一
九
〇
三
-
七
五
)
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
社
会

学
部
を

一
九

二
四
年
に
、
実
用
東
洋
言
語
学
院
を
翌
二
五
年
に
卒
業
し
た
。
三

一
1
三
四
年
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
哲
学

・
文
学

・
歴
史
大
学
の
教
師
を
務
め
、

修
士
論
文

『日
本
語
に
お
け
る
後
置
詞
』
(
一
九
四
四
年
)
の
審
査

に
合
格
、
四

五
年
に
助
教
授
に
就
任
し
た
。
日
本

の
文
学
作
品
の
翻
訳
に
も
取
り
組
ん
だ
結

果
、
『大
和
物
語
』
と

『平
家
物
語
』
の
両
書
か
ら
部
分

ロ
シ
ア
訳
を
出
版
し

た
。
五
〇
年
代
か
ら
何
冊
か
の
和
露
辞
典
、
漢
字
辞
典
な
ど
の
出
版
を
続
け
、

六
〇
年
に
は
単
著

『日
本
語
』
を
刊
行
し
た
。
博
士
論
文

『日
露
辞
書
学
の
諸

　ぢ

問
題
』
(
一
九
七
〇
年
)
に
よ
り
七

二
年

に
博
士
号
を
取
得
し
た
。

フ

ェ
リ
ド
マ
ン
の
同
級
生
の

一
人
は
グ
ル
ー
ス
キ
ナ

(レ
●国
●
勹
亀
。§
臣
＼〉
●

国
.
@
二
ω匹
蠧

一
九
〇
四
-
九
四
)
で
あ
る
。

一
九

二
五
年
、
実
用
東
洋
言
語
学

院
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
日
本
語
学
科
を
同
時
に
卒
業
し
た
後
、
人
類

・
民
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サ ンク ト・ペテル ブル グ(ロ シア)に おける 日本語学 習 と日本研究 の三 〇〇年 のあゆみ

俗
学
博
物
館
極
東
部
の
研
究
員
を

二
五
年
か
ら
三
三
年
ま
で
務
め
た
。
そ
の
間

の
二
八
年
に
博
物
館
の
資
料
収
集
の
た
め
、
八
ヵ
月
間
日
本

へ
派
遣
さ
れ
た
。

東
京
滞
在
中
、
東
京
帝
国
大
学
で

『万
葉

集
』
の
研
究
も
し
て
い
た
。
数
年
後
、

同
博
物
館
極
東
部
長
に
就
任
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
東
洋
大
学
で
も
三
二
年
か
ら

三
八
年
ま
で
教
壇
に
立

っ
た
。
彼
女
の
研
究
領
域
は
日
本
の
民
俗
学
、
宗
教
、

伝
統
芝
居

(劇
場
)
、
日
本
文
学
な
ど
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
粛
清

の
最

中
、

三
八
年
か
ら
三
九
年
ま
で
逮
捕

・
投
獄
さ
れ
て
い
た
が
、
釈
放
後
も
変
わ

ら
ず
日
本
研
究
を
続
け
て
い
た
。
戦
後
は

モ
ス
ク
ワ
に
移
り
、
五
〇
年
ま
で
モ

ス
ク
ワ
東
洋
大
学
の
教
師
を
務
め
た
。
そ

の
後
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属

東
洋
学
研
究
所
の
研
究
員
に
就
任
、
七
二
年

に
は

『万
葉
集
』
の
研
究
と
翻
訳

　あ
　

で
博
士
号
を
与
え
ら
れ
た
。

以
上
に
述
べ
た
三
人
の
女
性
研
究
者
に
は
、
い
ま

一
人
同
級
生
が
い
た
。
モ

ン
ゼ

レ
ル

(勹
'=
・
寓
畠
ωo』8
＼O
'H・
]≦
oロ
N色
臼

一
九
〇
〇
1
五
九
)
は
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
大
学
の
文
学

・
言
語
学
部
を

一
九
二
四
年
に
卒
業
、
三
〇
年
に
は
歴

史

・
言
語
学
部
も
卒
業
し
た
。

二
四
年
か
ら
三

一
年
に
か
け
て
人
類
学

・
民
俗

学
博
物
館

の
極
東
部
長
を
務
め
て
い
た
。

三
三
年
か
ら
三
八
年
ま
で
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
東
洋
大
学
の
教
師
と
な
り
、
東
洋

学
研
究
所
の
研
究
員
で
も
あ

っ
た
。

四

一
年
か
ら
五
二
年
ま
で
は
軍

に
在
籍
し
た
。
五
二
年
か
ら
五
九
年
ま
で
宗
教

研
究
所

の
顧
問
で
あ

っ
た
。
漢
詩
と
芭
蕉

の
俳
句
に
関
心
を
寄
せ
、

い
く

つ
か

の
翻
訳
書
を
出
版
し
た
。
ツ
マ
ー
ノ
ブ

(男
・門
.
日
遵
黯
obσ＼O
φ

↓
二
B
鋤o
o
<
)

　　
　

と
共
に
四
四
年

『日

・
ロ
漢
字
小
辞
典
』
を
版
行
し
た
。
幸
運
に
も
彼
女
は
三

○
年
代
の
逮
捕

・
投
獄

の
危
機
を
免
れ
た
。

こ
の
グ

ル
ー
プ

に
は
も
う

一
人

の
女
子
学
生
、
ク

レ
イ

ツ

ェ
ル

(9
り

栄
冨
骨
8
＼中
O
.
内
『Φ諺
Φ二

九
〇
四
-
六

一
)
が

い
る
。
大
学
を
卒
業
し

て
か

ら
モ
ス
ク
ワ
の
内
務
人
民
委
員
部

(省
)
(N
K
V
D
)
で
の
通
訳

・
翻
訳
者

の

仕
事
を
得
た
。
学
生
時
代

コ
ン
ラ
ッ
ド
の
指
導
を
受
け
、
若
手

の
日
本
文
学
作

品
の
翻
訳
者
と
共
に
、
観
阿
弥
清
次
の

『松
風
』
を
翻
訳
し
、

二
六
年
に
出
版

し
て
い
る
。
運
命
の
悪
戯
か
、
N
K
V
D
で
仕
事
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
N
K
V
D
に
よ

っ
て

"
ス
パ
イ
"
の
容
疑
で
逮
捕
、
三
八
年
か
ら
四
四
年

一

　ゲ
　

○
月
ま
で
投
獄
さ
れ
て
い
た
。
釈
放
後
は
日
本
人
捕
虜

の
通
訳
を
務
め
た
。

そ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
別

の
級
友
が
さ
ら
に
悲
運
に
あ

っ
た
。
彼
は
M

・
チ

ェ

ル
ノ
ブ

(寓
・
4
①旨
。bd
＼ζ
.
0
げ
①
B
o
<
)
で
、
卒
業
後
、
日
本

へ
研
修
の
た
め
に

派
遣
さ
れ
た
が
、
帰
国
し
て
か
ら
逮
捕
、
射
殺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
に
つ

い
て
は
こ
の
よ
う
な
情
報
し
か
残
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
当
時

の
ソ
連
に
お
け
る
日
本
学
と
い
う
学
問
を
行
う
こ

と
が
、
ど
れ
ほ
ど
危
険
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

学
生

の
六
人
か
ら
な
る
グ

ル
ー
プ

の
う
ち
四
人
が
弾
圧
を
受
け
、
そ
の
中
の

一

人
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

コ
ル
パ
ク
チ
と
フ

ェ
リ
ド

マ
ン
の
後
輩

に
当
た
る
ホ

ロ
ド
ヴ

ィ
チ

(レ
'レ
.

×
。自自
。霞
ミ
》
・〉
●
内
げ
皀
o伍
o
≦
oげ

一
九
〇
六
-
七
七
)
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

大
学
言
語

・
文
化
学
部
を

一
九

二
六
年
に
卒
業
、
六
〇
年
代
ま
で
東
洋
学
部
で

日
本
語
と

一
般
言
語
学
を
教
え
て
い
た
。
四
〇
年
か
ら
五
三
年
ま
で
日
本
語
科
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の
主
任
教
授
で
あ

っ
た
。
三
〇
年
代

の
半
ば
に

『竹
取
物
語
』
を

ロ
シ
ア
語
に

見
事
に
翻
訳
し
た
。
三
七
年

『軍
事

日
本
語
の
シ
ン
タ

ッ
ク
ス
』
を
刊
行
し
た
。

六

一
年
か
ら
七
七
年
ま
で
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
学
研
究
所

レ
ニ
ン
グ
ラ

ー
ド
支
部
で
、
言
語
構
造
上
タ
イ
ポ

ロ
ジ

ー
研
究
グ
ル
ー
プ
を
主
宰
し
た
。
こ

　
ぬ
　

の
グ

ル
ー
プ

の
研
究
活
動
に
よ
り
多
く
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
た
。

ホ
ロ
ド
ヴ
ィ
チ
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大

学
を
卒
業
し
た
年

の
翌
年
、
二
七
年

に
は
、

マ
ル
コ
ヴ

ァ

(bd
●=
・寓
ρ。環
o器
＼<
.い
竃
費
屏
o<
四
一
九
〇
七
ー
九
五
)
が

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
部

(歴
史

・
言
語
学
)
に
入
学
し
た
。
彼
は
少

年
の
頃
か
ら
文
学
と
外
国
語
に
興
味
を
も

ち
、
母
親
の
推
薦

で
日
本
語
科
を
選

ん
だ
。
直
ち
に
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
講
義
と
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
、
三
年
生
の
頃
、

日
本
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
ネ
フ
ス
キ
ー
に
出
会

い
、
日
本
語
だ
け
で
な
く

日
本
文
化
に
つ
い
て
も
多
く

の
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
三
三
年
に
卒
業

し
て
か
ら
は
翻
訳
に
没
頭
し
た
。
五
〇
年

代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
近
松
門

左
衛
門
、
西
行
、
石
川
琢
木
、
芭
蕉
の
ほ
か
多
く
の
昔
話
な
ど
を
ロ
シ
ア
語
に

訳
し
て
出
版
し
た
。
七
五
年

に
は
清
少
納
言
の

『枕
草
子
』
も

ロ
シ
ア
語
訳
で

発
行
し
た
。
早
く
に
モ
ス
ク
ワ
に
移
り
、

モ
ス
ク
ワ
東
洋
学
大
学
に
三
九
年
か

ら
五
四
年
ま
で
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
付
属
東

洋
言
語
大
学
で
は
五
〇
年
か
ら
五
八

年
ま
で
教
師
を
務
め
た
。
五
八
年
か
ら
ソ
連
作
家
同
盟
の
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ

　ふ
　

れ
た次

に
ホ

ロ
ド
ヴ
ィ
チ

(彼
は

一
九
二
五
年
か
ら
東
洋
大
学
に
も
入
学
)
の
同
期

生
で
あ
り
、
マ
ル
コ
ヴ

ァ
の
先
輩
で
あ
る

五
人
に
つ
い
て
略
述
し
よ
う
。

ツ
イ
ン

(寓
●○

月
臣
＼竃
・ω
.
日
ω旨

一
九
〇
三
-
二
〇
〇
二
)
は

一
九
二
六
年

卒
業
、
三
〇
年
代
初
頭
に
モ
ス
ク
ワ
へ
移

っ
て
、
三
三
年
か
ら
三
七
年
ま
で
モ

ス
ク
ワ
東
洋
大
学
の
日
本
語
の
教
師
と
N
K
V
D
で
の
通
訳
を
兼
ね
て
い
た
。

三
七
年
、
夫
の
逮
捕
後
に
自
身
も
逮
捕
さ
れ
て
四
三
年

の
釈
放
ま
で
矯
正
労
働

収
容
所

に
い
た
。
の
ち
に
モ
ス
ク
ワ
東
洋
学
研
究
所
で
仕
事
を
し
な
が
ら
E

・

ナ
ヴ

ロ
ン
と
共
に

「
日
本
語
」
の
教
科
書

(モ
ス
ク
ワ

一
九
五
三
年
)
を
出

版
、
『露
和
大
辞
典
』
(
モ
ス
ク
ワ

一
九
七
〇
年
)
の
編
纂

に
も
参
加
し
た
業

　　
　

績
に
よ
り
七
二
年
、
他
の
共
著
者
と
共
に
レ
ー

ニ
ン
賞
を
与
え
ら
れ
た
。

イ
ン
メ
ル
マ
ー
ン

(目
■「
.
=
冒
隠
足
臣
＼O
・Ω
・
Hヨ
ヨ
Φ円ヨ
帥口
一
九
〇
六
-
八
二
)

は

一
九
二
七
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
三
五
年
ま
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
東
洋
学
大

学
で
日
本
語
教
師
を
務
め
、
三
六
年
か
ら
東
洋
学
研
究
所
日
本
研
究
課
長
付
秘

書
と
し
て
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
指
導
を
受
け
て

一
九
世
紀

の
日
本
史
に
関
す
る
資
料

を
研
究
し
た
。
三
八
年
、
夫

の
逮
捕
後
に
自
身
も
逮
捕
さ
れ
、

一
〇
年
間

マ
ガ

ダ

ン
州
の
矯
正
労
働
収
容
所
で
過
ご
し
、
五
五
年
ま
で

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
か
ら

出
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
、
そ
こ
に
住
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
釈
放

後

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
戻
り
、
翻
訳
の
仕
事
に
集
中
し
て
谷
崎
潤

一
郎
、
田
山

　カ
　

花

袋

、

徳

永

直

、

佐

多

稲

子

な

ど

の
作

品

の

ロ
シ

ア

語

訳

を

出

版

し

た

。

M

・
S

・
ツ

イ

ン

に

よ

る

と

、

彼

女

の
同

級

生

の
中

で
親

友

だ

っ
た

の

は

、

上

述

し

た

コ

ン
ラ

ッ

ド

の
師

で
あ

っ
た

ポ

ズ

ド
ネ

ー

エ

フ

の
娘

の
ポ

ズ

ド
ネ

ー

エ

ヴ

ァ

(
しd
・員
●
口
o
ω崔

Φ
窃

舜。
＼
<
.凵)
●
勺
o
N
α
昌
Φ
Φ
<
9
、

結

婚

後

口
旨
o
目
霞

o
b。
m
＼
℃
δ
壁

巳
犀
o
<
鋤

一
九

〇

六

ー

四

三
)

で

あ

っ
た

と

い

う

(ぽ
9
＼
＼
≦
≦
妻
」
碧

鋤
暮

o
量

零
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サソク ト・ペテル ブル グ(ロ シア)に おける 日本語学習 と 日本研究 の三 〇〇年の あゆみ

霊
＼9。
8
ミ
冒
毎
巴
＼
OO旨
＼H㎝
・ω窪
巨

…
3
/
5
頁
参
照
)。
彼
女
は
大
学
卒
業
後
、

大
学
院

に
推
薦
入
学
、
「徳
川
時
代

に
お
け
る
農
民
運
動
」
を
研
究
テ
ー

マ
と

し
た
。
ま
も
な
く
モ
ス
ク
ワ
に
あ

っ
た
、

い
わ
ゆ
る

「赤
博
士
学
院
」
の
歴
史

学
部
か
ら
招
請
さ
れ
そ
の
教
師
に
な

っ
た
。
の
ち
に
フ
ル
ン
ゼ
記
念
ア
カ
デ
ミ

ー
、
軍
事
東
洋
大
学
に
も
勤
め
た
。

レ
ー

ニ
ン
記
念
公
衆
図
書
館
原
稿
部
に
あ

る
、
桂
川
甫
周
の

『北
槎
聞
略
』
に
基
づ

い
た

『お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
の
写

本
を
発
見
し
た
と

い
う
。
そ
れ
は
後

に
な

っ
て

コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
フ

(b」
・寓
・

内
。營
蠧
胃
臣
。
じ・＼<
・ζ
・
囚
05
ω$
畧
ぎ
o
<
一
九
六
三
-
六
七
)
の
研
究
テ
ー
マ
に
な

っ
た
。
(『北
槎
聞
略
』
の
ロ
シ
ア
語
訳
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ブ
の
コ
メ
ン
ト
を
入
れ

て
、
七
八
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
出
版
さ
れ
た
。
)
三
七
年
か
ら
彼
女

の
人
生
に
も
苦

痛
や
不
幸
が
重
な

っ
た
。
そ
の
年
父
親
D

・
M

・
ポ
ズ
ド
ネ
ー
エ
フ
が
逮
捕
さ

れ
死
刑
に
処
さ
れ
、
夫
も
三
八
年
に
禁
固
刑
を
言

い
渡
さ
れ
た
。
入
院
し
た
り
、

住
ま
い
を
奪
わ
れ
た
り
、
失
職
し
た
り
の
困
難
な
生
活
が
続

い
た
。
戦
争
前
夜

で
も
あ
り
軍
事
外
国
語
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
さ
れ
た
。
戦
中
、
そ
の
大
学
と
と

も
に
疎
開
し
た
が
、
糖
尿
病

に
か
か
り
モ
ス
ク
ワ

へ
早
め
に
戻
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
の
、
四
三
年
、

二
人
の
子
供
を
残
し
て
三
七
歳
の
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
。

同
じ
グ

ル
ー
プ

の
も
う

一
人

の
女
子

学
生
は
ナ
ヴ

ロ
ン

(中
』
.
出
窃
b。午

じU
。腎
臣
臾
雷
＼国
.い
.
Z
①<
『o
づ
-<
皀
口
磊
冨
巻

一
九
〇
六
ー
?
じ

で
あ
る
。

一
九
二

〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
在
日
ソ
連
大
使
館
、
ソ
連
通
商
代
表
部
で

の
仕
事
を
体
験
し
た
。

日
本
語
の
文
法
を

研
究
し
て

『
日
本
語

に
お
け
る
動

詞
』
の
テ
ー
マ
で
準
博
士
号
を

一
九
四
六
年
に
受
け
、
四
八
年
に
助
教
授
に
就

任

し
た
。

モ
ス
ク
ワ
東
洋
大
学

の
教
師
、
日
本
語
科
科
長

(三
〇
1
四
〇
年

代
)、
国
際
関
係
大
学
の
日
本
語
、
朝
鮮
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
科
長
を
務
め
、

五
三
年
に
は
ツ
イ
ン
な
ど
と
の
共
著

に
よ
る

「
日
本
語
の
教
科
書
」
を

モ
ス
ク

ワ
で
出
版
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ

に
は

一
六
歳

に
な

っ
た
ば
か
り

の
ネ
ム
ゼ

ル

(員
卜
・寓
窪
甲

9
＼い
・〉
.
Z
①ヨ
N
興
)
も
入

っ
て
い
た
。
い
ま
手
元
に
彼
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資

料
が
な

い
が
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
N

・
A

・
ス
ィ
ロ
ミ

ャ
ト

ニ
コ
フ
な
ど
と
共

に
、
和
露
、
露
和
辞
典

の
編
纂
に
力
を
尽
く
し
た
。

以
上
に
あ
げ
た
研
究
者

の
名
簿
に
、
さ
ら
に
フ
ィ
ン
ク
と
マ
カ

ロ
フ
の
名
を

加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ツ
イ
ン
の
思
い
出
に
よ
る
と
、

二
人
と
も
人
生

の
盛

り
の
時
期
の

一
九
三
七
年
、
獄
中
で
N
K
V
D
に
よ

っ
て
射
殺
さ
れ
た
。

一
九
三
三
年
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
出
身

の
女
性
教
官
ペ
ト

ロ
ー
ワ

(O
.

口
.
口
Φぢ
。b。
ミ
ρ
℃
・
勹
Φ爲
。
<
鋤
一
九
〇
〇
1
九
三
)
が
日
本
語
科
で
教
え
始
め
た
。

彼
女
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

(東
シ
ベ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
中
部
の
同
名
の
州
の
州
都
で
バ

イ
カ
ル
湖
の
南
西
、
ア
ン
ガ
ラ
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
、

一
七
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
東

シ
ベ
リ
ア
の
政
治

・
経
済

・
文
化
の
中
心
地
)
で
軍
人

の
家
庭

に
生
ま
れ
た
。

二

五
年
に
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
大
学
社
会
学
部
を
卒
業
し
、
三
〇
年
か
ら
三
二
年
ま
で

極
東
大
学
日
本
語
科
の
教
師
を
務
め
、
三
六
年
に
は
極
東
大
学

の
東
洋
学
部
付

属
技
能
向
上
学
院
も
卒
業
し
た
。
三
七
年
か
ら
四
二
年
ま
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

哲
学

・
文
学

・
歴
史
大
学
な
ら
び
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大
学
で
教
鞭
を
と

り
、
五
三
年
以
降
、
そ
の
日
本
語
科
の
主
任
を
務
め
た
。
四
二
年
か
ら
東
洋
学
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研
究
所

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部

の
研
究
員

に
も
就
任
し
た
。
四
七
年
に
は

「
日

本
語
の
海
軍
用
語
の
歴
史
的

・
語
彙
的
分
析
」

の
修
士
論
文

の
審
査
に
合
格
し

た
。
四
巻

か
ら
な
る
共
著

『
日
本

の
原
稿
、
写
本
、
古
本

の
記
述
』
を
出
版
し

　
お
　

て
い
る
。

第

二
次
世
界
大
戦
直
前
の

一
九
三
九
年

に
日
本
語
科
を
卒
業
し
た
の
は
、
ピ

ヌ
ス

(国
●寓
●
口
臣
篝
＼
国
.竃
6
勺
言
ロ
ω
一
九

一
四
-
八
四
)
で
あ
る
。
彼
女
は
コ
ン

ラ
ッ
ド
、
ネ
フ
ス
キ
ー
、

コ
ル
パ
ク
チ
、

ホ
ロ
ド
ヴ
ィ
チ
等

の
弟
子
で
、
戦
後

は
長
年

に
わ
た

っ
て
日
本
語
科

に
勤
め
、
井
原
西
鶴
、
徳
富
蘆
花
、
『古
事
記
』

(上
巻
)
の
翻
訳
に
取
り
組
む
と
共
に
、
博

士
号
を
取
得
し

て
日
本
語
科
長
と

し
て
八
○
年
代
の
初
め
ま
で
活
躍
し
た
。

こ
の
ピ
ヌ
ス
教
授
の
も
と
で
筆
者
の

先
輩
に
当
た
る
五
〇
ー
六
〇
年
代

の
日
本
語
学
科
の
卒
業
生
も
、
七
〇
年
代
の

筆
者
と
同
世
代
の
学
生
た
ち
も
、
日
本
の
古
典
文
学
や
文
学
史
に
関
す
る
豊
か

な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ピ
ヌ
ス
の
同
級
生
イ
オ
ッ
フ

ェ

(寓
●』
。
寓
O兮
兮
Φ＼一・冖
、・
HOhhΦ)
も

コ
ン
ラ

ッ

ド
の
教
え
を
受
け
つ
つ
も
、
ペ
ト

ロ
ヴ
ァ
と
ホ

ロ
ド
ヴ

ィ
チ
の
講
義
に
も
参
加

し
て
い
た
。

一
九
三
八
年
、
五
年
生
の
頃

"
日
本
の
ス
パ
イ
"
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
極
東

に
あ

っ
た
労
働
収
容
所

に
送
ら
れ
た
。
四
二
年

に
釈
放
さ
れ
た
が
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
に
は
戻
ら
ず
、

モ
ス
ク
ワ
東

洋
学
大
学
を
四
四
年
に
卒
業
し
た
。

そ
の
後
は
主
に
日
本
文
学
史
に
取
り
組
ん
で
、
著
名
な
日
本
学
研
究
者

・
翻
訳

　お
　

者

に

な

っ

た

。

ゴ

レ

グ

リ

ャ

ー

ド

(
じu
聊団

・
勹
8

①
ヨ

曽

＼
<
・Z
.
Ω
o
『
Φ
ひq
ζ

巴

一
九

三

ニ

ー

二

〇

〇
二
)
は

一
九
五
六
年

に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大
学
を
卒
業
し
て
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部

の
研
究
員
に
就
任
し
た
。
七
四

年
、
日
本
仏
教
の
基
礎
に
関
す
る
講
義
を
六
〇
年
ぶ
り
に
日
本
語
科
で
再
開
し

た
。
『徒
然
草
』
の
翻
訳
と
解
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
文
を
提
出
し
て
修
士
の

学
位
を
得
た
。
七
五
年
に
日
本
文
学
博
士
号
を
与
え
ら
れ
、
同
年
か
ら
東
洋
学

部
日
本
語
科
の
教
授

に
な
り
、

八
二
年
に
は
日
本
語
科
長
に
任
命
さ
れ
た
。
同

時
に
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
支

部
極
東
部
長
に
も
就
任
し
た
。
日
本
か
ら
は
八
六
年
に
山
片
蟠
桃
賞
を
受
賞
、

九
七
年

に
は
旭
日
章
を
受
章
し
た
。

ゴ

レ
グ
リ
ャ
ー
ド
の
主
な
著
書

・
翻
訳
書
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
『兼
好
法

師
著

「徒
然
草
」』
序
、

ロ
シ
ア
語
翻
訳
、
解
説

(
モ
ス
ク
ワ

一
九
七
〇
年
)
、

『
一
〇
ー

=
二
世
紀
日
本
文
学
に
お
け
る
日
記

・
随
筆
』
(
モ
ス
ク
ワ

一
九
七

五
年
)、
『紀
貫
之
』
(
モ
ス
ク
ワ

一
九
八
三
年
)、
『
八
-

一
六
世
紀
日
本
文
学

史
』
(サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
東
洋
学
セ
ン
タ
ー

一
九
九
七
年
)、
『
か
げ
ろ

う

日
記
』
序
、
翻
訳
、
解
説

(サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
東
洋
学
セ
ン
タ
ー

一
九
九
四
年
)、
『保
元
物
語
』
序
、

ロ
シ
ア
語
翻
訳
、
解
説

(
一
九
九
九
年
)

な
ど
。
彼
の
日
本
学
、
日
本
研
究

へ
の
貢
献
は
い
く
ら
高
く
評
価
し
て
も
し
す

　　
　
　あ
　

ぎ

る

こ
と

は

な

い
。

同

年

代

で
戦

後

日

本

語

科

を

卒

業

し

た

三

人

が

、

日

本

学

研

究

課

程

に
加

わ

っ
た

。

ブ

ガ

ー

エ
ワ

(泪
●口
●
切
胃
£・Φ
じ」
。。
＼U
・℃
.
じu
β
ひq
鋤
①
<
蝉

一
九

二
五
-

二
〇

〇
〇
)

は

日

本

学

入
門

、

日

本

思

想

史

、

露

文

和

訳

、

歴

史

物

語

を

、

バ

ー

ビ

ン

ツ

ェ
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フ

(レ
レ

・
切
鋤
α
謡

月
Φ
切
＼〉
●》
.
じu
鋤
σ
一暮
ω
Φ
<

一
九

二
〇

1

八
三
)

は

日
本

語

文

法

、

発

音

入

門

、

日
本

語

文

法

基

礎

と

テ

キ

ス

ト

を

、

マ

ク

シ

ー

モ

ワ

(
勹
.=
●
寓
印
・

宥

墅

8
ミ
Ω
.Z
・
ζ
鴇

ω
巨

○
<
鋤

一
九

二
七

1

)

は
現

代

日

本

文

学

史

、

日

本

語

会

話

、

新

聞

雑

誌

の

日

本

語

を

教

え

て

い

た
。

ま

た

、

彼

ら

の
先

輩

に

当

た

る

ゼ

ー

ニ
ナ

(』
●bu
●
ω
Φ
霞

田
＼
い
●<
・
N
Φ
三
コ
帥

一
九

二
〇

1

)

は

日
本

地

理

、

日

本

民

族

学

、

日
本

史

を

教

え

、

一
九

五
〇

年

に

日

本

語

科

を

卒

業

し

た

日

本

古

代

史

の
専

門

家

、

ヴ

ォ

ロ
ビ

ヨ

ー

フ

(寓

.しu
●
bd
8
。
α
需

。・
＼
目

・<
●
<
○
『
○
σ
ぐ
。
<

一

九

二
ニ
ー

九

五
)
も

一
時

期

、

日
本

文

化

史

の
特

集

講

座

を

開

講

し

て

い
た

。

科

学

ア

カ
デ

ミ

ー
東

洋

学

研

究

所

レ

ニ

ン
グ

ラ

ー

ド

(
ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

)
支

部

の
研

究

員

イ

ヴ

ァ

ノ

ー

ワ

(,

泪
.
=
bd
臣
。
し。
9。
＼
Ω
.U
●
H<
穹

o
〈
鋤

一
九

二
七
-

九
九

)

は

現

代

文

学

セ
ミ

ナ

ー

を

担

当

し

た

。

国

立

エ

ル
ミ

タ

ー
ジ

ュ
美

術

館

の

学

芸

員

ダ

シ

キ

エ
ー

ヴ

ィ

チ

(
bJ
.
泪
Q霞

窃
§

＼
<
・
∪
①
ω
冥

Φ
<
凶9

一
九

三

二
年

1
)

は

エ

ル

ミ

タ

ー

ジ

ュ
所

蔵

の
日

本

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

を

基

礎

に

日
本

芸

術

史

の

特

集

講

座

を

約

一
〇

年

間

続

け

た

。

現

在

は

ア

メ

リ

カ

に
移

住

し

て

い

る
。

戦

後

か

ら
今

日
ま

で

、

サ

ン

ク

ト

・
ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

大

学

東

洋

学

部

日

本

語

科

は
、

数

多

く

の

ヤ
ポ

ニ
ス

ト

(
日
本

学
者

)
を

輩

出

し

て

い
る

が
、

彼

ら

は

ロ

シ
ア

国

内

で

は

当

然

の

こ
と

で
、

元

ソ

連

邦

の

各

共

和

国
、

外

国

で

は
ブ

ル

ガ

リ

ア

、

ド

イ

ツ
、

ポ

ー

ラ

ン

ド
、

モ

ン
ゴ

ル
、

ベ
ト

ナ

ム
、

チ

ェ

コ
、

ス

ロ

ヴ

ァ
キ

ア
、

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

、

ア

メ

リ

カ

、

イ

ス

ラ

エ

ル
、

ス

イ

ス
、

エ
ス

ト

ニ
ア

、

ラ
ト

ヴ

ィ
ア

、

リ

ト

ア

ニ
ア

な

ど

の
世

界

各

国

の

日
本

研

究

、

日
本

語

教

育

の
さ

ま
ざ

ま

な

分

野

で

活

躍

し

て

い
る

。

彼

ら

の
名

前

や
専

門

に

つ

い
て

の
詳
細
な
紹
介
は
省
略
す
る
が
、
日
本
の
事
情
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く

と
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
こ
こ

一
〇
年
間
に

一
五
あ
ま
り
の
著
名
な
大
学

で
、
わ
が
日
本
語
科

の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る
。
教
師
だ
け
で
な
く
、
在
学

中
の
留
学
生
や
卒
業
生
の
研
修
生

の
人
数
も
最
近
は
と
く
に
増
え

つ
つ
あ
り
、

現
在
、
彼
ら
の
人
数
は

一
五
人
か
ら
二
〇
人
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
三
年
、
創
立
以
来

一
〇
五
周
年
を
迎
え
た
日
本
語
科
は
今
、
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て

一
〇
人
の
教
官
を
擁
し
て
い
る
。
学
生
数
は
九
〇
年
代
末

か
ら
圧
倒
的
に
増
え
続
け
て
い
る
。
筆
者
の
学
生
時
代
、
五
年
教
育
課
程
で
は
、

一
学
年

の
人
数
の
少
な

い
時
は
五
、
六
人
、
多

い
時
で

=
二
人

(合
計
四
〇
1

五
〇
人
)
に
対
し
て
、
今
年

(
二
〇
〇
五
年
)
の
九
月
か
ら
勉
強
を
始
め
た

一

年
生
か
ら
修
士
課
程
の
学
生
や
大
学
院
生
ま
で
の
人
数
を
含
め
る
と

=
二
〇
人

以
上
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
五
、
六
人
は
日
本
で
留
学
中
で
あ
る
。

学
生
数
は
ひ
と
こ
ろ
に
比
べ
る
と
二
倍
以
上
に
も
な

っ
て
い
る
。
各
学
年

の
学

生
の
論
文
の
テ
ー

マ
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
『万
葉
集
』
か
ら
村
上
春
樹

ま
で
、
徳
川
時
代
の
歴
史
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
期
の
歴
史
ま
で
あ
る
。
言

語
学
の
研
究

の
場
合
も
、
文
語
体
か
ら
現
代
日
本
の
若
者
こ
と
ば
ま
で
も
対
象

と
な
る
。

戦
後
の
ソ
連
で
、
日
本
語
教
育
を
行
う
大
学
が
モ
ス
ク
ワ
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
を
入
れ
て
も
五
ヵ
所
し
か
な
か

っ
た
状
況
と
異
な
り
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
だ

け
で
も
現
在
、
東
洋
学
部

の
日
本
語
科

の
他
に
、
教
育
大
学
、
文
化
大
学
、
私

立
東
洋
大
学
等
で
日
本
語
が
教
え
ら
れ
て
い
る
。
初
等
教
育
の
段
階
で
も
小
学
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校

二
年
か
ら
第

一
外
国
語
と
し
て
日
本
語

を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
入
れ
る
学
校
が

五
校
も
あ
る
。

一
九
九
〇
年
か
ら
日
本
語

コ
ー
ス
を
開
始
し
た
第
八
三
号
学
校

(生
徒
数
約

一
五
〇
人
)
を
始
め
と
し
て
、
他

の
学
校

の
生
徒
た
ち
も
含
め
る
と

お
そ
ら
く
二
五
〇
人
を
超
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
あ
る
日
本
セ

ン
タ
ー
で
も
こ
こ
数
年
間
、
毎
年

一
五
〇
人
ほ
ど
が
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
。

一
〇
年
程
前
の
統
計
に
よ
る
と
、
全

ロ
シ
ア
連
邦
に
お
い
て
日
本
語
教
育
を

行
う
大
学

・
一
般

の
学
校
は
二
六
ヵ
所
、

小

・
中

・
高
等
学
校
は
三
〇
ヵ
所
近

く
あ

っ
た
。
現
在
は
も

っ
と
増
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

五
年
前
に
筆
者
は

「
ロ
シ
ア
高
等
教
育

日
本
語
教
師
沖
縄
ス
タ
デ

ィ
ー
プ

ロ

グ
ラ
ム
」
に
国
際
交
流
基
金
日
本
語
国
際

セ
ン
タ
ー
の
招
き
で
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
時
、
全

ロ
シ
ア
か
ら
四
五
人
が
北
浦
和

に
集
ま

っ
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
名
簿
を
見
る
と
地
理
的
に
言
え
ば
、
西
は
サ
ン
ク
ト

・
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
、
東
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
、
サ

ハ
リ
ン
ま
で
の
教
師
た
ち
の
代

表

の
集
ま
り
で
あ

っ
た
。
参
加
者
が
所
属
す
る
主
な
大
学
の
リ
ス
ト
を
あ
げ
よ

う
。

一
、
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
諸
国
大
学

(
モ
ス
ク
ワ
)、
二
、

モ
ス
ク
ワ
国

立
言
語
大
学
、
三
、
モ
ス
ク
ワ
ビ
ジ
ネ
ス
大
学
、
四
、

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
東
洋
研
究
所
付
属
東
洋
大
学
、
五
、

ロ
シ
ア
国
立
人
文
大
学

(モ
ス
ク
ワ
)、

六
、
モ
ス
ク
ワ
国
立
国
際
関
係
大
学
、
七
、
「
ガ
ウ
デ
ア
ム
ス
」
外
国
語
大
学
、

八
、
モ
ス
ク
ワ
消
費
者
協
同
組
合
大
学
、
九
、
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
国

立
大
学
、

一
〇
、
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
国
立
文
化
芸
術
大
学
、

一
一
、

東
洋
大
学

(サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
)
、

一
二
、
ゲ
ル
ツ

ェ
ン
国
立
教
育
大

学
、

=
二
、
シ
ベ
リ
ア
国
際
関
係
大
学

(ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
)
、

一
四
、
ノ
ヴ

ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
国
立
大
学
、

一
五
、
ノ
ヴ

ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
国
立
教
育
大
学
、

一

六
、
シ
ベ
リ
ア
国
立
測
地
学
ア
カ
デ
ミ
ー

(ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
)、

一
七
、
シ

ベ
リ
ア
独
立
大
学

(
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
)
、

一
八
、
チ

ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
国
立

大
学
、

一
九
、
ト
ム
ス
ク
技
術
大
学
、

二
〇
、
国
立
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
総
合

大
学
、
二

一
、
国
立
ピ
ャ
チ
ゴ

ル
ス
ク
言
語
大
学
、

二
二
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ

ク
国
立
経
済
サ
ー
ビ
ス
大
学
、

二
三
、
極
東
国
立
海
洋
ア
カ
デ
ミ
ー

(ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
)、

二
四
、
極
東
国
立

工
科
大
学
付
属
東
洋
学
大
学

(ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
)、
二
五
、
極
東
国
立
総
合
大
学
付
属
東
洋
学
大
学

(ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
)、
二
六
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
国
立
経
済
ア
カ
デ
ミ
ー

(現
バ
イ
カ
ル
国
立
経
済

法
律
大
学
)
、
二
七
、
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
国
立
言
語
大
学
、

二
八
、
カ
ム
チ

ャ
ツ

カ
教
育
大
学
、
二
九
、
サ

ハ
リ
ン
総
合
大
学
付
属
経
済
東
洋
学
大
学
、
三
〇
、

極
東
外
国
語
大
学

(
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
)。

も
と
よ
り
こ
の
リ
ス
ト
は

一
部
分
で
し
か
な

い
。
お
そ
ら
く
教
師
の
数
が
何

十
倍
に
も
な
る
と
す
れ
ば
、
日
本
語
学
習
者
の
数
は
何
百
倍
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
現
在
、
全
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
語
学
習

・
日
本
研
究
の
実
態

を
統
計
的
に
も
内
容
的
に
も
正
確
に
把
握
し
て
分
析
で
き
る
状
況
に
は
な

い
。

と
り
あ
え
ず
は
ソ
連
の
終
焉
後
、
日
本
語
学
習

・
日
本
研
究
の
熱
は
急
激
に
高

ま

っ
て
き
て
い
る
と
し
か
指
摘
で
き
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
ロ
シ
ア
の
日
本

語
学
習
者

・
日
本
研
究
者
の
デ
ー
タ
は
、
そ
れ
が
何
万
人
に
も
上
る
韓
国
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
や
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
数
字

に
匹
敵
す
る
か
、
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そ
れ
を
超
え
る
ぐ
ら

い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
何
事
も
数
が
多
け
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
「
量
」

の
確
保
と
同
時
に
、
「質
」
の
向
上

へ

の
不
断
の
努
力
も
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

時
代
の
流
れ
と
共
に
ソ
連
が
崩
壊
し
て

ロ
シ
ア
も
自
由
な
国
に
な
り
、
人

々

の
生
活
、
考
え
方
、
も
の
の
見
方
や
価
値

観
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
ロ

シ
ア
に
お
け
る
日
本
に
対
し
て
の
関
心
や

「
あ
こ
が
れ
」
は
止
む
ど
こ
ろ
か
高

ま
る

一
方
だ
。
筆
者
と
し
て
も
微
力
で
は
あ
る
が
、
先
人
研
究
者
た
ち
の
貴
重

な
経
験
と
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
進
気
鋭
の
日
本
学
者
を
育
て
て
い
く

つ

も
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年

二
月
二
八
日
、
大
学
教
授
会

に
お
い
て
筆
者
は
日

本
語
科
長
に
推
挙
さ
れ
た
。
同
僚
、
後
輩

と
共
に
、
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
に
お
け
る
日
本
研
究
の
充
実

・
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

願

っ
て
い
る
。

注(
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)

中
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新

太
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著

『
日
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人

と

ロ
シ

ア
人
』

一

一
頁

、
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月

書

店
、

一
九

七

八
年

。

(
2
)

村
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『
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流
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五
頁
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館
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一
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五
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年
。

(
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・
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『鎖

国

時
代

の

ロ
シ

ア

に
お

け
る

日
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ち
』
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一
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研
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ー

ラ
ム
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文
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研

究
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ン
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ー
、

二
〇

〇

一
年
。

(
4
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)
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頁

。

(
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)
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(
1
)
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頁

。

(
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)
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(
3
)
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。

(
7
)
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(
3
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頁

。

(
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』

(
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)

一
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、
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八
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。
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(
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。

(
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』
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、
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カ
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〇
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。
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』
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。
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(
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一
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。

(
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)
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(
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。

(
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(
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(
71
)
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)
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頁
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)
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。
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三
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頁
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。

(
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(
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)
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頁
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(
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〇
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」
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介
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、
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日
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文
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館

一
九

八
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。
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)
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編

著
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西
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事

典

』

二

四
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頁

、

日
外

ア

ソ
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ツ

、

一
九
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年

。

(
28

)
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掲

(
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)

九
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頁
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(
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)
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掲

(
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)
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1
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頁

。

(
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)
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掲

(
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)

一
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九

頁

。
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)

前

掲

(
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)
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四
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。

(32

)

=

Φbロ
臾

銘

団
・=

.
O

b
o
葛

↓
2

国
×
＼
＼
口
Φ
日
8

9

肩

∩容

Φ

Ud
o
自

霞

o
切
9

Φ
霞

ρ

じd
び
日
・o◎
・
P

切
QQ
P

(
33

)
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掲
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)

四

四

五

頁
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い
。

(
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)
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)
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編
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一
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)
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(
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)

前

掲

(
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)

=

三

二
頁

。

(
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)

亠馴
掲

(
肝

)

六

頁

。

(
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)

亠削
掲

(
飾

)

六

一
頁

。

(
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)

前

掲

(
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)

三

九

九

頁

。
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)

前

掲

(
35

)

二

一
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ー

二

一

一
頁

。

(44

)

前

掲

(
24

)

五

七
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頁

。
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)

前

掲
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)

一
四

一
頁

。

(46

)

前

掲

(
24

)

三

六

五
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三

六
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頁

。
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)

前

掲

(
35

)

二

二
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頁

。
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)

前

掲

(
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)

五

八

七

頁

。

(49

)

前

掲

(
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)

七

一
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頁

。

(
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)

前

掲

(
35

)

四

〇

六

頁

。

(
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)

前

掲

(
35
)

一
八

O

I

一
八

一
頁

。

(
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)

前

掲

(
24

)

四

二
九

i

四

三

〇

頁

。

(
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)

前

掲

(
35
)

一
八

○

頁

。

(
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)

前

掲

(
3

)

発

表

者
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介

頁

。
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